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汗と絆を一本のホースに託して 
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自
然
と
人
の
温
か
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京
丹
後
の
魅
力
は
、 

　
　
　
自
然
と
人
の
温
か
さ 

緑のふるさと協力隊として、現在、 
弥栄町野中に在住の石川悠紀さん 

第
一
回
本
部
会
議
を
開
催 

　
市
で
は
、
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
山
村
で
一
年
間
生
活
し
、

農
林
業
や
ま
ち
お
こ
し
な
ど
の
活
動
に
ご

参
画
い
た
だ
く
「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」

の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
協
力

隊
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー

か
ら
山
村
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
か
た
の
派
遣
を

受
け
入
れ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
十
四

年
に
旧
弥
栄
町
で
初
め
て
実
施
。
昨
年
ま

で
に
、
五
人
の
か
た
を
受
け
入
れ
、
協
働

に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

　
六
回
目
と
な
る
今
年
は
、
石
川
悠
紀
さ

ん
（
千
葉
県
柏
市
出
身
）
を
、
４
月
か
ら

一
年
間
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
石
川
さ
ん

は
、
弥
栄
町
都
市
農
村
交
流
実
践
施
設
「
も

ん
や
こ
」
（
弥
栄
町
野
中
）
を
拠
点
に
、

野
間
の
地
域
活
動
の
手
伝
い
を
は
じ
め
、

森
林
組
合
が
実
施
す
る
森
林
整
備
、
丹
後

あ
じ
わ
い
の
郷
の
園
内
整
備
な
ど
を
手
伝

わ
れ
る
な
ど
、
市
全
域
で
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。 

        

　 　
短
大
を
卒
業
後
、
一
度
は
地
元
で
就
職
し

ま
し
た
が
、
山
村
で
の
生
活
を
体
験
し
た
か

っ
た
の
で
、
二
年
間
勤
め
た
会
社
を
辞
め
て
、

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
春
、
京
丹
後
市
に
来
て
印
象
的
だ
っ

た
こ
と
は
、
新
緑
が
と
て
も
き
れ
い
で
、
生

き
物
や
自
然
が
豊
富
な
こ
と
、
そ
し
て
天
候

が
と
て
も
変
化
に
富
ん
で
い
る
こ
と
で
し
た
。 

　
現
在
は
、
「
風
の
が
っ
こ
う
京
都
」
で
の

体
験
学
習
や
森
林
組
合
の
森
林
整
備
、
ご
近

所
の
か
た
の
農
作
業
な
ど
を
お
手
伝
い
し
な

が
ら
、
「
も
ん
や
こ
」
で
一
人
暮
ら
し
を
し

て
い
ま
す
。
最
近
は
、
ご
近
所
の
か
た
か
ら

野
菜
を
い
た
だ
く
な
ど
、
地
域
の
温
か
み
を

感
じ
て
い
ま
す
。
京
丹
後
に
は
、
豊
か
な
自

然
と
、
人
と
人
と
の
温
か
い
つ
な
が
り
を
感

じ
ま
す
。
今
後
も
地
域
で
の
活
動
を
通
じ
て
、

み
な
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
大
切
に

し
な
が
ら
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
の
た
め
の
お

手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
の
生
活
を
通
じ
て
、
山
村
地
域
で
の
暮

ら
し
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

将
来
、
農
業
や
林
業
な
ど
に
関
わ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
心
得
を
身
に
つ
け
た

い
で
す
。 

　
私
た
ち
京
丹
後
市
職
員
は
、

京
丹
後
市
総
合
計
画
基
本
構
想

の
基
本
方
針
と
、
重
要
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
「（
一
）
ひ
と
・
も
の
・

こ
と
が
行
き
交
う
交
流
経
済
都

市
」
の
構
想
に
基
づ
き
、
地
域

産
業
の
活
性
化
お
よ
び
働
く
場

の
創
出
に
伴
う
生
活
環
境
の
整

備
は
、
我
々
職
員
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
と
認
識
し
、
こ
れ
を
行

政
活
動
の
重
要
な
柱
の
一
つ
と

捉
え
、
自
ら
責
任
を
持
ち
、
全

庁
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。 

　
市
で
は
、
市
域
に
お
け
る
企
業

立
地
お
よ
び
事
業
立
地
の
促
進
、

地
域
の
企
業
成
長
に
伴
う
雇
用
機

会
の
拡
大
な
ど
、
市
民
生
活
の
充

実
・
発
展
と
産
業
横
断
的
な
地
域

経
済
の
発
展
に
向
け
、
全
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
「
京
丹
後
市
産
業
・

雇
用
総
合
支
援
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
進
め
ま
す
。 

 

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
た

め
、
中
山
市
長
を
本
部
長
と
し
、

各
部
局
長
な
ど
計
二
十
五
人
で
構

成
す
る
「
京
丹
後
市
産
業
・
雇
用

総
合
支
援
推
進
本
部
」
を
七
月
七

日
に
設
置
。
同
推
進
本
部
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
に
あ
た
り
、

市
の
産
業
振
興
や
雇
用
促
進
に
関

す
る
意
思
決
定
を
行
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
き
め
細

や
か
に
展
開
す
る
た
め
の
組
織
と

し
て
、
関
連
部
局
の
職
員
十
三
人

で
組
織
す
る
「
産
業
・
雇
用
総
合

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を

設
置
し
ま
し
た
。 

　
同
日
開
催
し
た
第
一
回
の
推
進

本
部
会
議
で
中
山
市
長
は
「
本
市

の
産
業
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
概
し

て
非
常
に
厳
し
い
。
懸
命
に
こ
の

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
財
政
的
な
制
約
の

あ
る
中
に
あ
っ
て
も
、
我
々
に
は

人
が
あ
る
。
国
や
府
の
お
力
は
も

と
よ
り
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
力

を
い
か
に
結
集
し
て
、
課
題
を
前

に
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
が
重
要
。
市
役
所
全
体

で
、
産
業
・
雇
用
と
い
う
市
民
の

み
な
さ
ん
の
生
活
そ
の
も
の
に
関

わ
る
課
題
を
、
大
き
く
前
へ
と
進

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
力

を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。 

      

　
市
職
員
全
員
が
、
地
域
経
済
活

動
の
重
要
性
な
ど
の
認
識
を
共
有

し
、
市
域
の
産
業
振
興
お
よ
び
雇

用
機
会
拡
大
の
た
め
に
、
全
職
員

（
千
百
十
六
人
）
に
よ
る
「
雇
用

の
場
の
創
出
」、「
企
業
お
よ
び
事

業
の
立
地
」
の
た
め
の
営
業
活
動

と
し
て
、
「
職
員
全
員
営
業
マ
ン

活
動
」
を
実
施
し
ま
す
。 

　
同
活
動
で
は
職
員
全
員
が
、
市

外
の
企
業
お
よ
び
施
設
な
ど
の
誘

致
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
誘

致
の
可
能
性
の
あ
る
企
業
や
そ
の

根
拠
に
つ
い
て
報
告
書
を
作
成
。

こ
れ
ら
を
も
と
に
、
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
が
九
月
末
ま
で
に
約

千
社
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
誘
致

交
渉
な
ど
に
つ
な
げ
る
予
定
と
し

て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
市
内
企
業
の
経
営
基
盤

強
化
を
推
進
す
る
た
め
の
提
案
も

募
集
し
、
市
域
内
外
の
企
業
全
般

に
わ
た
っ
て
、
本
市
の
産
業
発
展

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
模

索
し
ま
す
。 

 

今後の主な予定 
京丹後市「職員全員営業マン」活動の実施 

「丹後ものづくりフェア」の開催 (今秋開催予定） 

市内の産業基盤強化に向けた地域連携　など 

プロジェクトチーム 
　・４つのワーキンググループで活動 

「誘致活動」ワーキンググループ 

　　企業や事業の誘致に取り組みます 

「広報周知」ワーキンググループ 

　　活動を広く広報します 

「プロジェクト管理」ワーキンググループ 

　　プロジェクトを総括的に管理します 

「地域基盤」ワーキンググループ 

　　地域の産業サポートに取り組みます 

緑のふるさと協力隊 石川悠紀さん 

野間地域を拠点にボランティア活動 野間地域を拠点にボランティア活動 野間地域を拠点にボランティア活動 

京丹後市産業・雇用総合支援方針 京丹後市産業・雇用総合支援方針 京丹後市産業・雇用総合支援方針 

〜
新
た
な
雇
用
の
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拓
に
向
け
〜 
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「
職
員
全
員
営
業
マ
ン
活
動
」

ン
活
動
」を
実
施

を
実
施 

「
職
員
全
員
営
業
マ
ン
活
動
」を
実
施 

「
職
員
全
員
営
業
マ
ン
活
動
」を
実
施 

「
職
員
全
員

「
職
員
全
員 

　
営
業
マ
ン
活
動
」

　
営
業
マ
ン
活
動
」 

　
　
　
　
　
を
展
開

　
　
　
　
　
を
展
開 

「
職
員
全
員

「
職
員
全
員 

　
営
業
マ
ン
活
動
」

　
営
業
マ
ン
活
動
」 

　
　
　
　
　
を
展
開

　
　
　
　
　
を
展
開 

「
職
員
全
員 

　
営
業
マ
ン
活
動
」 

　
　
　
　
　
を
展
開 

～地域産業の充実に向けて～ ～地域産業の充実に向けて～ ～地域産業の充実に向けて～ 

市長室訪問 
 
 
魅 　 　 力  
 
 
 
健康ひとくちメモ 
公共交通 
 
環境に関するアンケート 
まちの情報 
 
 
 
 
ご意見箱 
市立図書館 
文 化 財 

産業・雇用促進 
 
協 　 　 働 
 
地域活性化 
 
 
まちづくり 
 
 
 
子 育 て 
 
 
 
表　　彰 
世界・全国大会 
消 防 団 
 
消防の広場 

 

・全国消防救助技術大会へ出場 

・丹後きものNET　「ゆかたを楽しむ月間」PR 

 

・「あしぎぬ顕彰祭」開催 

・尉ヶ畑・河辺で都市農村交流 

・「第５回ドラゴンカヌー市民大会」開催 

 

 

・ますます好調　上限200円バス 

 

 

・ふるさと応援団通信② 

・人権市民のつどい2008 

・丹後あじわいの郷　新アトラクションが続々 

・丹後文化会館イベント情報 

 

 

 

・市指定文化財に6件を新たに指定 

 

・産業・雇用総合支援推進本部を新設 

 

・府内初　「ふるさと共援組織」発足 

 

・地域力創造アドバイザー 

・京都吉兆 徳岡邦夫総料理長を市専門委員に委嘱 

 

・知事と市長と和ぃ和ぃミーティング 

・「過疎・高齢化を考える集い」を開催 

・廃棄物減量等推進審議会答申 

 

・丹後保育所・丹後幼稚園新築工事起工式 

・学校再配置検討委員会だより 

・府下最多　こども110番のいえ 

 

 

 

・第3回市消防操法技術大会 
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ふるさと共援組織 ふるさと共援組織 ふるさと共援組織 

集落再生計画の策定 

人　　材 
活　　力 
アイデア 

地域資源 
環　　境 
ブランド 

地域を 
活性化したい 一緒にやりましょう 

（大学、企業、NPO法人など） 

地域ブランド商品の 
開発や販路開拓 

地域ブランド商品の 
開発や販路開拓 
地域ブランド商品の 
開発や販路開拓 

都市と農村の交流 
Iターン・Uターンの促進 
都市と農村の交流 

Iターン・Uターンの促進 
都市と農村の交流 

Iターン・Uターンの促進 

集落の活性化 
地域のＰＲ 
集落の活性化 
地域のＰＲ 
集落の活性化 
地域のＰＲ 

地域の施設や 
環境の保全 
地域の施設や 
環境の保全 
地域の施設や 
環境の保全 

世 帯 数　５戸 

人　　口　12人 

平均年齢　62.6歳 

高齢者比率　50.0％ 

農　　地　水田約2ha、畑約1.5ha 

 

市指定文化財　「木造十一面観音菩薩立像」 

　　　　　　　「宝篋印塔」２基 

　　　　　　　「五輪塔」１基 

市指定環境保全地区　「上山寺歴史環境保全地区」 

 

山野草、山林、棚田、景色（日本海の漁火）、 

星空、山菜料理、炭焼き釜など 

■丹後町上山区の概要 

■上山区にある主な文化財など 

■上山区の主な地域資源 

　
過
疎
・
高
齢
化
が
進
む
集
落
が
大
学
な
ど
と
の
協
働
に
よ
り
地
域
活
性

化
に
取
り
組
む
「
ふ
る
さ
と
共
援
組
織
」
が
、
府
内
初
と
し
て
久
美
浜
町

甲
坂
区
お
よ
び
丹
後
町
上
山
区
で
発
足
し
、
六
月
三
十
日
、
市
役
所
で
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。 

 

　
市
内
の
農
村
集
落
は
、
豊
か
な

自
然
環
境
や
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資

源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
都
市
部
の

住
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
魅

力
的
で
あ
る
反
面
、
交
通
の
便
の

悪
さ
や
積
雪
な
ど
に
よ
り
、
過
疎
・

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
地
域
活
動
を
支
え
る
担

い
手
は
減
少
。
集
落
の
活
動
や
地

域
力
の
低
下
に
伴
い
、
祭
な
ど
の

地
域
の
共
同
活
動
や
冠
婚
葬
祭
、

農
道
や
水
路
の
維
持
管
理
な
ど
が
、

地
域
住
民
の
力
だ
け

で
は
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、

久
美
浜
町
甲
坂
区
が

龍
谷
大
学
社
会
学
部

舟
橋
研
究
室
と
、
丹

後
町
上
山
区
が
京
都

大
学
大
学
院
農
学
研

究
科
秋
津
研
究
室
と

そ
れ
ぞ
れ
共
援
協
定

を
締
結
。
共
援
者
で

あ
る
大
学
の
み
な
さ

ん
の
人
材
や
ア
イ
デ

ア
に
よ
り
、
集
落
の

豊
富
な
地
域
資
源
や
自
然
環
境
を

活
用
し
た
取
り
組
み
を
展
開
さ
れ
、

平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の
三
年
間

で
、
「
集
落
再
生
計
画
」
の
策
定

を
は
じ
め
、
農
業
振
興
や
生
活
基

盤
の
整
備
な
ど
、
集
落
の
存
続
と

新
た
な
発
展
を
め
ざ
さ
れ
ま
す
。 

　
調
印
式
に
は
、
甲
坂
区
か
ら
清

水
義
夫
区
長
を
は
じ
め
区
役
員
の

か
た
二
人
、
上
山
区
か
ら
は
　
原

稔
区
長
を
は
じ
め
区
役
員
の
か
た

三
人
、
ま
た
、
京
都
大
学
秋
津
研

究
室
・
柏
尾
珠
紀
講
師
、
龍
谷
大

学
舟
橋
和
夫
教
授
が
出
席
。
協
定

書
に
署
名
押
印
し
、
両
地
区
の
発

展
に
向
け
た
共
援
に
、
決
意
を
新

た
に
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「
ふ
る
さ
と
共
援
組
織
」
は
、

集
落
の
現
在
お
よ
び
将
来
に
不
安

を
持
つ
集
落
の
活
性
化
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
、
府
お
よ
び
市
が
協
力

し
て
同
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
三
年
に

わ
た
り
、
毎
年
十
協
定
が
府
内
各

地
で
締
結
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

　
上
山
地
区
の
魅
力
は
、
何
と
い
っ
て
も

海
の
見
え
る
景
色
と
豊
か
な
自
然
で
す
。

こ
こ
に
は
日
本
の
原
風
景
、
心
の
ふ
る
さ

と
と
も
言
え
る
も
の
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

　
近
年
は
、「
農
」
や
「
水
」
な
ど
と
い
っ

た
自
然
の
こ
と
を
考
え
る
人
が
増
え
て
き

て
お
り
、
私
た
ち
と
価
値
観
を
共
有
す
る

か
た
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
か
た
と
の
関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

都
会
に
は
な
い
も
の
を
育
ん
で
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
ふ
る
さ
と
共
援
組
織
で
は
、「
風
わ
た

る
里
　
上
山
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

さ
わ
や
か
な
風
が
吹
く
こ
の
地
に
、
大
学

の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
「
人
や
も
の
の
交

流
」
と
い
う
新
た
な
風
を
呼
び
込
み
、
上

山
の
「
本
当
の
よ
さ
」
を
ほ
か
の
地
域
の

か
た
に
も
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

活
動
に
取
り
組
み
た
い
。
そ
し
て
、
上
山

地
区
を
好
き
な
人
に
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
、
地
域
を
元
気
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。 

　
甲
坂
地
区
に
は
、
豊
富
に
湧
き
出
る
水

を
は
じ
め
、
ホ
タ
ル
な
ど
多
く
の
豊
か
な

自
然
が
あ
り
ま
す
。 

　
今
回
の
取
り
組
み
で
は
、
大
学
と
の
連

携
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
資
源
に
加
え
、
地

元
の
人
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
・
気
づ
か

な
い
甲
坂
地
区
の
地
域
資
源
を
発
掘
し
、

そ
の
活
用
方
法
を
模
索
し
た
い
。
そ
う
い
っ

た
活
動
の
中
で
、
改
め
て
、
地
域
を
見
つ

め
直
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
こ
に
は
、
農
村
と
い
う
土
地
が
ら
で

培
わ
れ
た
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
す
る
厚
い
情
が
あ
り
ま
す
。
地
域
内

は
も
ち
ろ
ん
、
ほ
か
の
地
域
か
ら
来
ら
れ

た
か
た
を
温
か
く
迎
え
入
れ
る
気
風
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
情
を
大
切
に
し
な
が
ら
地

域
資
源
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
進
め
、

地
域
の
ま
と
ま
り
や
活
性
化
を
図
る
中
で
、

将
来
に
わ
た
り
、
地
域
全
体
が
家
族
の
よ

う
に
支
え
あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
に
し
た
い
で
す
。 

■甲坂区にある主な文化財など 

■甲坂区の主な地域資源 

世 帯 数　18戸 

人　　口　52人 

平均年齢　60.3歳 

高齢者比率　42.6％ 

農　　地　水田約7.4ha 

 

府無形文化財指定　　「三番叟」 

天長ヶ滝（甲坂不動尊）大祭 

蛍まつり 

 

水田、山林、湧き水、椿、山椒、炭焼き釜、

蛍、天長ヶ滝、三番叟など 

■久美浜町甲坂区の概要 

栃谷川の源流にある天長ヶ滝を背 
に、清水区長から活動にあたって 
の抱負を語っていただきました 

上山区から望む日本海を背景に、 
　原区長から活動にあたっての 
抱負を語っていただきました 

調印式で団結誓う（左から京都大学秋津研究室・柏尾講師、 
　原上山区長、本田丹後広域振興局長、中山京丹後市長、 
龍谷大学舟橋教授、清水甲坂区長） 

湧き水のさと 湧き水のさと 湧き水のさと 

久美浜町甲坂区 
＆龍谷大学 

久美浜町甲坂区 
＆龍谷大学 

久美浜町甲坂区 
＆龍谷大学 

丹後町上山区 
＆京都大学 

丹後町上山区 
＆京都大学 
丹後町上山区 
＆京都大学 

風 

わ
た
る
里

わ
た
る
里 

風 

わ
た
る
里

わ
た
る
里 

風 

わ
た
る
里 

上
　
山

上
　
山 

上
　
山

上
　
山 

上
　
山 

甲　坂 甲　坂 甲　坂 

……………………………………………………………………………………………… 

…………………… 

「
ふ
る
さ
と
共
援
組
織
」

「
ふ
る
さ
と
共
援
組
織
」
発
足
発
足 
「
ふ
る
さ
と
共
援
組
織
」

「
ふ
る
さ
と
共
援
組
織
」
発
足
発
足 
「
ふ
る
さ
と
共
援
組
織
」
発
足 

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し 
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し 
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し 

集
落
と
大
学
が 

一
体
的
に
取
り
組
む 

多
く
の
人
と
価
値
観
を
共
有
し
、 

ふ
る
さ
と
の
再
生
を
め
ざ
す 

何
十
年
先
も
、
安
心
し
て 

　
　
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を 
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高 野 誠 鮮 さん 

徳 岡 邦 夫 さん 徳 岡 邦 夫 さん 

　
今
回
の
招
へ
い
は
、
今
年
度

に
創
設
さ
れ
た
総
務
省
の
「
地

域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
」

の
採
択
を
受
け
て
実
施
す
る
も

の
で
す
。
同
事
業
は
、
地
域
振

興
を
後
押
し
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の

あ
る
自
治
体
職
員
や
専
門
家
の

か
た
を
、
総
務
省
が
「
地
域
人

材
ネ
ッ
ト
」
に
登
録
。
登
録
者

を
市
町
村
へ
「
地
域
力
創
造
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
派
遣
す

る
な
ど
し
て
支
援
す
る
も
の
で
、

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
全
国
十
一

の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
本
市
が
招
へ
い
を
依
頼
し
た

高
野
さ
ん
は
、
石
川
県
羽
咋
市

産
業
観
光
課
に
あ
る
「
一
・
五

次
産
業
振
興
室
」
に
所
属
。
同

室
で
、
神
子
原
地
区
の
高
齢
化

率
を
三
年
間
で
五
四
㌫
か
ら
五

〇
㌫
に
下
げ
る
こ
と
に
成
功
さ

れ
た
ほ
か
、
こ
の
地
域
で
収
穫

さ
れ
た
米
を
ロ
ー
マ
法
王
に
献

上
す
る
こ
と
で
、
地
元
産
米
を

一
挙
に
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
せ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
的
な
取
り
組

み
で
地
域
の
活
性
化
に
成
功
さ

れ
て
い
ま
す
。 

    

　
高
野
さ
ん
に
は
、
今
後
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
活
用
計
画
を
作
成

す
る
た
め
、
七
月
十
日
に
峰
山

総
合
福
祉
事
務
所
で
開
催
し
た
「
集

落
の
過
疎
・
高
齢
化
を
考
え
る

集
い
」
に
ご
参
加
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
翌
日
、
弥
栄
町
野
間

地
域
お
よ
び
丹
後
町
上
宇
川
地

域
を
視
察
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
野
さ
ん
の
実
践
中
心
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

▼
宇
川
流
域
に
存
在
す
る
農
林

漁
業
資
源
な
ど
の
掘
り
起
こ
し

を
行
う
と
と
も
に
、
▼
第
一
次

産
業
の
再
生
・
活
性
化
を
は
じ
め
、

▼
新
た
な
農
林
漁
業
の
ビ
ジ
ネ

ス
化
・
定
着
を
図
り
、
定
住
・

交
流
人
口
の
増
加
を
め
ざ
し
ま
す
。 

　
平
成
二
十
一
年
三
月
末
ま
で

の
間
に
、
高
野
さ
ん
に
月
一
回

の
ペ
ー
ス
で
来
丹
し
て
い
た
だ
き
、

「
京
丹
後
市
限
界
集
落
対
策
検
討

会
議
」
と
連
携
し
な
が
ら
農
林

漁
業
資
源
を
活
か
し
た
宇
川
流

域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。 

昭和30年 

昭和59年 

平成17年 
（～現在） 

UFOでまちづくり 

空き農家・農地情報バンク制度 

神子原（みこはら）米棚田オーナー制度 

若者の地域づくりインターン事業 

烏帽子（よぼし）新農家制度 

そのほか特区や規制緩和策 

石川県羽咋市生まれ 

羽咋市役所勤務 

1.5次産業振興室勤務 

平成17年 
 
 
平成19年 

毎日地方自治体賞「特別賞」
受賞 
 
「立ち上がる農産漁村（農林
水産省奨励事業）」に選定 

　
現
在
、
市
で
は
全
般
的
に
産
業
の
低
迷
が
続
く
と
と
も
に
、
少
子
高
齢

化
、
過
疎
化
の
進
行
が
止
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
依
然
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
中
山
間
地
域
を
中
心
に
限
界
集
落
化
が
進
行

し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
地
域
の
再
生
・
活
性
化
策
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
高
齢
化
率
の
高
い
地
域
で
米
の
販
売
戦
略
に
よ
り
一

俵
の
価
格
を
一
万
四
千
円
か
ら
四
万
二
千
円
に
ま
で
上
昇
さ
せ
る
な
ど
、

地
域
の
活
性
化
に
成
功
さ
れ
て
い
る
石
川
県
羽
咋
市
（
は
く
い
し
）
一
・

五
次
産
業
振
興
室
の
高
野
誠
鮮
総
括
主
幹
を
、「
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
と
し
て
本
市
に
招
き
、
地
域
活
性
化
の
推
進
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 日本を代表する京料理の老舗料亭「京都吉兆
嵐山本店」（京都市右京区）の総料理長。昭和
35年生まれ。（48歳） 
　食通の北大路魯山人をも唸らせた「吉兆」の
創業者・湯木貞一さんの孫。15歳のときに京
都吉兆嵐山本店で修行を開始。平成7年に同店
の料理長として現場を指揮 

平成17年　 世界のトップシェフが集まる「第
　　　　　　3回インターナショナル・サミッ
　　　　　　ト・オブ・ガストロノミー」に日
　　　　　　本料理界で初めて参加。 
平成18年　 スローフード発祥の地イタリア・
　　　　　　トリノで、2年に1回開催される
　　　　　　世界最高峰の美食の祭典「サロー
　　　　　　ネ・デル・グスト」に、前回に引
　　　　　　き続き、アジアからただ1人招へ
　　　　　　いされた。 
平成 20年 7月　北海道で開催された洞爺湖サ
　　　　　　　　ミットで、参加首脳陣をもて
　　　　　　　　なす食の部門で日本料理を担
　　　　　　　　当。 

徳 岡 邦 夫（とくおか・くにお）さん  略歴 

※「6次産業」とは 
 第1次産業の「1」、第2次産業の「2」、
第 3次産業の「3」を、掛け算または
足し算をすると「6」になることをも
じった造語。それぞれの産業が一体と
なって、総合産業（6次産業）として
発展することをめざそうとするもので
す。その際、どれかが欠けると０になっ
てしまう（または6にならない）ため、
いずれも欠かせないという、産業間融
合の在り方を示す言葉 

 

日
本
を
代
表
す
る
京
料
理
の
老
舗
料
亭
「
京
都
吉
兆
嵐
山
本
店
」（
京

都
市
右
京
区
）
の
総
料
理
長
、
徳
岡
邦
夫
さ
ん
を
、
こ
の
ほ
ど
京
丹

後
市
政
策
企
画
委
員
（
地
方
自
治
法
上
の
「
専
門
委
員
」）
に
委
嘱
し

ま
し
た
。
徳
岡
さ
ん
に
は
、
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
サ
ワ
ラ
、
カ
ニ

な
ど
の
「
食
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
中
心
に
、

助
言
を
い
た
だ
く
な
ど
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
ま
す
。 

農林水産物を活用した加工品開発や 
販売促進による生産者の収入拡大など 
農林水産物を活用した加工品開発や 
販売促進による生産者の収入拡大など 
農林水産物を活用した加工品開発や 
販売促進による生産者の収入拡大など 

市内の食材や環境資源をフル活用した、 
健康や自然にやさしい郷土料理の新提案 
市内の食材や環境資源をフル活用した、 
健康や自然にやさしい郷土料理の新提案 
市内の食材や環境資源をフル活用した、 
健康や自然にやさしい郷土料理の新提案 

上記取り組みに対する 
市民のみなさんなどの意識変換 
上記取り組みに対する 
市民のみなさんなどの意識変換 
上記取り組みに対する 
市民のみなさんなどの意識変換 

○サワラの給食利用拡大や加工商品づ
くり、販路の拡大 
○カニを利用した新商品開発、有名デ
パートなどでの販売促進 
○有害獣対策としての猪・鹿肉の新料
理などの開発 
○全国食味ランク「特A」の丹後産コ
シヒカリのブランド力強化 

○ブランド構築の意味やブランド
の持続について 
○マスコミなどの協力による上記
取り組みの広告や宣伝強化 
○新商品開発やブランド化に向け
た生産者などの意識改革など 

   

　
市
で
は
昨
春
、
「
京
丹
後
市
魅

力
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

（
企
画
政
策
部
長
を
リ
ー
ダ
ー
と

し
、
職
員
二
十
五
人
で
構
成
）

を
設
置
し
、
市
の
「
魅
力
の
創

造
策
」
に
つ
い
て
研
究
・
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
昨
年
度
、
「
地
域
づ
く

り
の
原
点
は
、
農
業
や
漁
業
な

ど
第
一
次
産
業
に
携
わ
る
生
産

者
自
身
が
ま
ず
元
気
に
な
る
こ
と
」

と
提
唱
さ
れ
る
徳
岡
さ
ん
に
、

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
へ
ご

参
画
い
た
だ
き
、
水
産
加
工
品

開
発
な
ど
地
域
資
源
の
活
用
策

や
観
光
施
設
な
ど
の
に
ぎ
わ
い

創
出
策
に
つ
い
て
真
剣
な
議
論

を
展
開
。
市
内
の
農
家
や
漁
業

関
係
者
の
み
な
さ
ん
と
の
数
回

に
わ
た
る
懇
談
を
は
じ
め
、
農

作
物
の
生
産
現
場
や
漁
港
な
ど

を
視
察
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

　
本
年
度
は
、
徳
岡
さ
ん
を
市

専
門
委
員
に
委
嘱
す
る
と
と
も
に
、

魅
力
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
「
六
次
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
に
改
称
。
第
一

次
産
業
か
ら
第
三
次
産
業
ま
で

の
連
携
や
産
業
複
合
化
へ
の
動

き
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。 

　
今
後
、
徳
岡
さ
ん
に
は
、
お

お
よ
そ
二
か
月
に
一
回
の
ペ
ー

ス
で
来
丹
し
て
い
た
だ
き
、
サ

ワ
ラ
の
加
工
品
開
発
や
カ
ニ
を

利
用
し
た
新
商
品
開
発
な
ど
、

地
域
産
業
の
「
六
次
産
業
化
」

に
向
け
て
、
指
導
や
提
言
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
具
体
的
な
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

　
な
お
、
同
専
門
委
員
の
任
期
は
、

来
年
三
月
末
ま
で
で
す
。 

高 野 誠 鮮 さんの略歴 

高野さんが関わった主な事業 

羽咋市の農山漁村活性化計画に関する表彰 

地
域
産
業
の
六
次
産
業
化
を
め
ざ
す

地
域
産
業
の
六
次
産
業
化
を
め
ざ
す 

総
料
理
長
を

総
料
理
長
を 

総
料
理
長
を

総
料
理
長
を 

総
料
理
長
を 

市
専
門
委
員
に
委
嘱

市
専
門
委
員
に
委
嘱 

市
専
門
委
員
に
委
嘱

市
専
門
委
員
に
委
嘱 

市
専
門
委
員
に
委
嘱 

徳
岡
邦
夫

徳
岡
邦
夫 

徳
岡
邦
夫

徳
岡
邦
夫 

徳
岡
邦
夫 

京
都
京
都 

吉
兆
吉
兆 

京
都
京
都 

吉
兆
吉
兆 

京
都 

吉
兆 

市
政
企
画
に
助
言
や
提
言

市
政
企
画
に
助
言
や
提
言 

市
政
企
画
に
助
言
や
提
言

市
政
企
画
に
助
言
や
提
言 

市
政
企
画
に
助
言
や
提
言 

高 野 誠 鮮（じょうせん）さんを招へい 高 野 誠 鮮（じょうせん）さんを招へい 高 野 誠 鮮（じょうせん）さんを招へい 

農林漁業資源を活用 

総務省地域力創造アドバイザー 総務省地域力創造アドバイザー 総務省地域力創造アドバイザー 

野間および上宇川地域の活性化の推進に向け 野間および上宇川地域の活性化の推進に向け 野間および上宇川地域の活性化の推進に向け 

助言・提言いただきながら 
進める主な取り組み 

助言・提言いただきながら 
進める主な取り組み 

助言・提言いただきながら 
進める主な取り組み 

地
域
産
業
の
六
次
産
業
化
を
め
ざ
す 

地
域
産
業
の
六
次
産
業
化
を
め
ざ
す 

宇
川
流
域
の

宇
川
流
域
の 

　
資
源
活
用
を

　
資
源
活
用
を 

　
　
ア
ド
バ
イ
ス

　
　
ア
ド
バ
イ
ス 

宇
川
流
域
の

宇
川
流
域
の 

　
資
源
活
用
を

　
資
源
活
用
を 

　
　
ア
ド
バ
イ
ス

　
　
ア
ド
バ
イ
ス 

宇
川
流
域
の 

　
資
源
活
用
を 

　
　
ア
ド
バ
イ
ス 
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答申の説明をされる岡田幾雄会長（左） 
　　　　　　　　　能勢由紀子副会長（右） 

　
京
丹
後
市
の
一
般
廃
棄
物
の
処
理
方
法

に
つ
い
て
、
六
月
三
十
日
、
「
京
丹
後
市
廃

棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
」
（
岡
田
幾
雄
会

長
・
十
九
人
）
か
ら
市
へ
答
申
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
市
で
は
平
成
十
九
年
十
二
月
五
日
、
同

審
議
会
へ
、
不
燃
ご
み
の
収
集
方
法
統
一

に
伴
う
不
燃
ご
み
な
ど
の
有
料
化
や
ご
み

の
収
集
方
法
な
ど
に
つ
い
て
諮
問
。
ま
た
、

京
丹
後
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
で

定
め
る
ご
み
総
排
出
量
の
減
量
に
向
け
て

の
施
策
に
つ
い
て
も
意
見
を
求
め
て
い
ま

し
た
。 

　
答
申
で
は
、
▽
「
ご
み
の
収
集
方
法
お

よ
び
有
料
化
に
つ
い
て
」
は
、
①
不
燃
ご

み
の
収
集
方
法
は
、
袋
収
集
に
統
一
す
る
、

②
不
燃
ご
み
の
有
料
化
を
導
入
す
る
（
袋
は
、

四
五
㍑
入
り
一
枚
あ
た
り
三
十
円
、
三
〇

㍑
入
り
一
枚
あ
た
り
二
十
円
）
、
③
購
入
時

に
不
便
の
な
い
よ
う
に
、
販
売
方
法
を
可

燃
ご
み
袋
と
同
様
に
す
る
、
④
可
燃
ご
み

袋
料
金
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
社

会
情
勢
な
ど
を
考
慮
し
、
現
状
の
ま
ま
と

す
る
、
⑤
ご
み
の
収
集
頻
度
は
、
「
可
燃
ご

み
・
週
二
回
」、「
資
源
ご
み
・
月
二
回
」、「
不

燃
ご
み
・
月
一
回
」、「
有
害
ご
み
・
月
一
回
」

と
し
て
、
収
集
回
数
を
統
一
す
る
、
⑥
新

た
な
品
目
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
不
燃
ご
み

と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
た
「
主
に
金
属
製
品
」

の
ご
み
を
分
別
収
集
す
る
こ
と
と
し
て
、

埋
め
立
て
処
分
地
の
延
命
化
を
図
る
、
▽
「
一

般
廃
棄
物
の
減
量
方
策
と
再
利
用
の
推
進

に
つ
い
て
」
は
、
「
峰
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
の
焼
却
ご
み
の
組
成
分
は
、
約
五
〇

㌫
が
紙
類
や
布
類
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

中
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
紙
類
が
混
入

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
紙
類

を
分
類
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
ご
み
の
減
量

化
」
、
「
焼
却
量
の
抑
制
」
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
従
っ
て
、
家
庭
や
事
業
所
に
お

け
る
紙
類
の
分
別
が
よ
り
推
進
し
て
い
く

た
め
の
手
段
を
講
じ
ら
れ
た
い
」
と
ご
提

言
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
今
後
、
い
た
だ
き
ま
し
た
答

申
に
沿
っ
て
、
施
策
の
検
討
・
実
施
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
集
落
に
お
け
る
過
疎
・

高
齢
化
な
ど
に
対
す

る
情
報
交
換
や
問
題

意
識
の
共
有
、
さ
ら

に
は
課
題
解
決
に
取

り
組
む
き
っ
か
け
づ

く
り
な
ど
を
目
的
に
、

七
月
十
日
、
六
十
五

歳
以
上
の
住
民
が
集

落
人
口
の
半
数
以
上

を
占
め
る
集
落
、
世

帯
数
が
十
戸
未
満
の

集
落
な
ど
、
市
内
の

三
十
七
集
落
の
区
長

さ
ん
な
ど
に
呼
び
か

け
「
集
落
の
過
疎
・

高
齢
化
を
考
え
る
集
い
」

を
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
峰
山
町
杉
谷
）

で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
講
演
に
は
、
限
界
集
落
対
策
の
先
進
地
で

あ
る
綾
部
市
の
渡
辺
哲
夫
市
民
環
境
部
長
が
、

綾
部
市
で
の
集
落
活
性
化
・
再
生
に
向
け
た

活
動
と
し
て
、
「
綾
部
市
水
源
の
里
条
例
」

の
制
定
や
全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会
の
設

立
な
ど
、
そ
の
経
緯
や
目
的
、
活
動
内
容
に

つ
い
て
実
例
を
交
え
な
が
ら
解
説
。
定
住
促

進
や
そ
の
た
め
の
産
業
の
振
興
・
住
宅
施
策

の
必
要
性
を
、
行
政
の
立
場
か
ら
わ
か
り
や

す
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
綾
部
市
水
源
の
里
連
絡
協
議
会
」

の
酒
井
聖
義
（
せ
い
ぎ
）
会
長
は
、
実
際
に

水
源
の
里
五
集
落
で
取
り
組
ん
で
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、

「
大
切
な
の
は
ふ
る
さ
と
に
愛
着
と
誇
り
を

持
つ
こ
と
。
ま
た
、
や
る
気
の
あ
る
リ
ー
ダ

ー
と
、
と
も
に
活
動
で
き
る
仲
間
が
必
要
」

と
経
験
談
を
披
露
。
危
機
感
を
持
っ
て
参
加

さ
れ
た
区
長
さ
ん
な
ど
約
百
十
人
の
み
な
さ

ん
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

　
京
丹
後
市
に
お
い
て
は
、
過
疎
化
や
少
子

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
社
会
的
共
同
生
活
の
維

持
が
困
難
な
集
落
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
講
演
終
了
後
、
市
か
ら
、
活

性
化
に
向
け
た
き
っ
か
け
づ
く
り
と
も
な
る

「
京
丹
後
市
過
疎
・
高
齢
化
集
落
等
連
絡
会

（
仮
称
）」
の
設
立
を
提
案
。
参
加
者
の
か
た

か
ら
拍
手
で
賛
同
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
今
後
、
設
立
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

廃棄物減量等 
推進審議会 
から答申 

廃棄物減量等 
推進審議会 
から答申 

廃棄物減量等 
推進審議会 
から答申 

一
般
廃
棄
物
の
処
理
方
法
や

一
般
廃
棄
物
の
処
理
方
法
や 

減
量
方
策
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
提
言

減
量
方
策
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
提
言 

一
般
廃
棄
物
の
処
理
方
法
や

一
般
廃
棄
物
の
処
理
方
法
や 

減
量
方
策
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
提
言

減
量
方
策
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
提
言 

一
般
廃
棄
物
の
処
理
方
法
や 

減
量
方
策
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
提
言 

過疎・高齢化における意識の共有に向けて 過疎・高齢化における意識の共有に向けて 
「集落の過疎・高齢化を考える集い」開催 「集落の過疎・高齢化を考える集い」開催 「集落の過疎・高齢化を考える集い」開催 

連絡組織の設立を確認 連絡組織の設立を確認 連絡組織の設立を確認 知事と市長と　　　　　　ミーティング 知事と市長と　　　　　　ミーティング 知事と市長と　　　　　　ミーティング 和ぃ 

　和ぃ
 和ぃ 

　和ぃ
 

　 

 

　
山
田
知
事
と
中
山
市
長
が
、
市

民
の
み
な
さ
ん
と
地
域
の
課
題
に

つ
い
て
、
自
由
に
語
ら
う
「
知
事

と
市
長
と
和
い
和
い
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
が
、
七
月
十
九
日
、
京
丹
後

市
峰
山
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
峰
山
町

杉
谷
）
で
開
催
さ
れ
、
漁
業
関
係

者
・
農
業
関
係
者
・
観
光
関
係
者

な
ど
約
百
二
十
人
が
参
加
し
、
地

域
の
課
題
に
つ
い
て
の
要
望
や
提

案
な
ど
が
出
さ
れ
、
熱
心
に
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

　 

                

　
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
山
田

知
事
が
、
現
地
・
現
場
主
義
を
モ

ッ
ト
ー
に
開
か
れ
た
透
明
な
府
政

を
府
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
創

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
、
府
民
の

み
な
さ
ん
と
自
由
に
語
ら
い
、
意

見
や
ご
提
案
な
ど
を
こ
れ
か
ら
の

府
政
に
反
映
さ
せ
る
目
的
で
府
内

各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
で
二
回
目
と
な
る
今

回
は
、
知
事
と
市
長
を
は
じ
め
、

夏
ら
し
い
浴
衣
姿
で
参
加
さ
れ
る

か
た
も
お
ら
れ
、
和
の
雰
囲
気
が

漂
う
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
内
容
は
、
京

都
府
と
京
丹
後
市
の
強
い
連
携
と
、

市
の
農
産
物
・
海
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
品
と
し
て
の
競
争
力
強
化
、
合

併
に
よ
る
観
光
面
で
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
戦
略
な
ど
に
支
援
し
て
い

く
内
容
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た

後
、
ま
と
め
と
し
て
、
山
田
知
事

と
中
山
市
長
は
「
暮
ら
し
の
主
役

で
あ
る
市
民
の
み
な
さ
ん
と
支
え

あ
っ
て
明
る
い
未
来
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

 

●
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
主
な
内
容 

　
漁
業
関
係
の
意
見 

　
燃
料
高
騰
に
伴
い
漁
業
の
窮
状

に
つ
い
て 

　
知
　
事 

　
省
エ
ネ
型
の
操
業
や
競
争
力
を

高
め
て
い
く
こ
と
な
ど
に
支
援
し

て
い
き
ま
す
。 

　
市
　
長
　
　 

　
国
・
府
に
支
援
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
要
望
す
る
と
と
も
に
市
と

し
て
の
対
策
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
関
係
の
意
見 

　
京
都
府
丹
後
農
業
研
究
所
の
継

続
な
ど
に
つ
い
て 

　
知
　
事 

　
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
特
Ａ
の

評
価
を
継
続
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。 

　
市
　
長
　
　 

　
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
す
ば
ら

し
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
連
携
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。 

　
過
疎
対
策
の
意
見 

　
京
丹
後
市
の
過
疎
化
対
策
な
ど

に
つ
い
て 

　
知
　
事 

　
京
丹
後
市
が
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

さ
れ
る
よ
う
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」

の
認
定
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
機
械
金
属
の
加
工
技
術

を
高
め
る
よ
う
人
材
育
成
拠
点
の

整
備
を
し
ま
す
。 

　
市
　
長
　
　 

　
京
丹
後
市
に
は
若
者
が
帰
っ
て

く
る
原
石
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で

そ
の
原
石
を
活
用
し
た
過
疎
対
策

を
行
う
と
と
も
に
、
健
康
大
長
寿

の
全
国
の
取
り
組
み
な
ど
も
行
い
、

京
丹
後
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　 

        

　 　
福
祉
関
係
の
意
見 

　
自
閉
症
の
お
子
さ
ん
に
対
す
る

特
別
支
援
サ
ポ
ー
タ
の
配
置
お
よ

び
自
閉
症
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
つ
い
て 

　
知
　
事 

　
自
閉
症
の
早
期
発
見
と
早
期
治

療
を
行
う
た
め
五
歳
児
健
診
を
近

い
う
ち
に
府
内
全
域
で
取
り
組
む

よ
う
努
力
し
ま
す
。 

　
市
　
長 

　
五
歳
児
健
診
を
京
丹
後
市
で
も

実
施
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
、
支

え
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

※
そ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
意
見
が

　
出
さ
れ
ま
し
た
が
紙
面
の
関
係

　
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

暮
ら
し
の
主
役
は
市
民
の
み
な
さ
ん

暮
ら
し
の
主
役
は
市
民
の
み
な
さ
ん 

暮
ら
し
の
主
役
は
市
民
の
み
な
さ
ん

暮
ら
し
の
主
役
は
市
民
の
み
な
さ
ん 

暮
ら
し
の
主
役
は
市
民
の
み
な
さ
ん 　ゆかたを楽しむ月間（7月18日～8月31日）に先き立ち、 

　　　　　　　　　　　山田知事と中山市長が浴衣姿で出席 

山田知事と中山市長に意見を提案す
る参加者 

地域の課題について熱心に意見交換 地域の課題について熱心に意見交換 
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子
　
　
育
　
　
て 

教
　
　
　
　
育 

丹後保育所・丹後幼稚園完成イメージ図 

施 設 名 

所 在 地 

設 置 者 

設立年月日（予定） 

 

施設概要 

（保育所・幼稚園合計） 

 

建設費用（概算） 

　　　保育所 

　　　幼稚園 

丹後保育所（定員120人） 

丹後幼稚園（定員60人） 

丹後町間人300番地 

京丹後市 

平成21年４月１日 

敷地面積　5,254.34平方メートル 

建物面積　約1,395平方メートル 

建物構造　鉄筋コンクリート造 

　　　　　平屋建て 

総　額　　868,000千円 

受入対象児童　0歳～5歳 

一時保育・延長保育実施 

受入対象児童　４・５歳 

施
設
内
容 

子
育
て
環
境
の
充
実
を
め
ざ
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
築
起
工
式 

新しい学校のあり方について熱心に検討 
　　　　　　　　　　　（第5回学校再配置検討委員会） 

「こども110番のいえ」に駆け込む訓練 

児童から状況を聞き警察へ 
通報する訓練 

　
本
市
で
初
め
て
と
な
る
、
保

育
所
と
幼
稚
園
を
同
一
施
設
内

に
設
置
す
る
幼
保
一
体
化
施
設

「
丹
後
保
育
所
・
丹
後
幼
稚
園
」

の
建
設
に
向
け
、
起
工
式
を
七

月
十
四
日
に
行
い
ま
し
た
。 

　 

　
市
で
は
、
市
立
保
育
所
に
つ

い
て
、
過
疎
化
や
少
子
化
に
よ

る
い
く
つ
か
の
小
規
模
保
育
所

の
存
在
、
一
部
の
施
設
の
老
朽

化
や
行
政
改
革
に
よ
る
保
育
所

職
員
の
減
少
な
ど
、
多
く
の
課

題
に
直
面
す
る
中
、
平
成
十
八

年
度
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
総

合
的
に
勘
案
し
「
保
育
所
再
編

等
推
進
計
画
」
を
策
定
。
次
代

を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成

の
た
め
の
環
境
整
備
や
、
多
様

化
す
る
保
育
需
要
に
し
っ
か
り

応
え
る
た
め
、
地
域
性
に
配
慮

す
る
と
と
も
に
保
護
者
の
か
た

や
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
話
し

合
い
を
重
ね
、
市
内
各
保
育
所

の
再
編
な
ど
の
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。 

 

　
今
年
度
は
、
間
人
保
育
所
お

よ
び
豊
栄
保
育
所
を
統
合
し
新

設
す
る
「
丹
後
保
育
所
」
お
よ

び
市
内
で
三
つ
目
と
な
る
幼
稚

園
「
丹
後
幼
稚
園
」
を
一
つ
の

施
設
内
に
設
置
す
る
、
京
丹
後

市
初
の
幼
保
一
体
化
施
設
の
整

備
を
平
成
二
十
一
年
四
月
の
開

所
に
向
け
て
進
め
て
い
ま
す
。 

　
起
工
式
で
中
山
市
長
は
「
市

内
で
初
め
て
と
な
る
幼
保
一
体

化
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
ゼ

ロ
歳
児
か
ら
の
保
育
、
一
時
保

育
の
実
施
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
併
設
な
ど
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
り
、
地
域
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、

保
育
や
教
育
を
行
い
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。 

　
間
人
保
育
所
・
豊
栄
保
育
所

の
統
合
に
つ
い
て
協
議
・
検
討

さ
れ
て
き
た
、
間
人
豊
栄
統
合

保
育
所
建
設
検
討
委
員
会
（
十

九
人
）
の
中
江
義
昭
会
長
は
「
起

工
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

立
派
で
充
実
し
た
施
設
の
整
備

へ
の
緒
に
着
い
た
。
幼
保
一
体

型
の
施
設
と
し
て
、
本
市
の
モ

デ
ル
と
な
る
よ
う
な
、
そ
し
て

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
施
設

と
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。 

　
六
月
二
十
六
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
た
第

五
回
学
校
再
配
置
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

本
年
十
二
月
を
目
標
に
、
同
検
討
委
員
会
の

答
申
を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

  

会
議
で
は
、
学
校
再
配
置
検
討
の
視
点
と

し
て
、
「
耐
震
状
況
・
防
災
面
」
、
「
児
童
生

徒
数
の
推
移
・
複
式
学
級
・
学
級
（
学
校
）

規
模
」、「
校
区
地
域
と
の
関
係
・
通
学
手
段

方
法
」、「
教
育
活
動
・
教
育
効
果
」、「
各
町

分
科
会
最
終
報
告
と
市
全
体
と
し
て
の
整
合

性
（
市
標
準
）
」
、
「
再
配
置
整
備
年
次
計
画

と
財
政
計
画
」、「
そ
の
ほ
か
」
と
い
う
七
つ

の
視
点
か
ら
検
討
。
委
員
か
ら
は
「
学
校
は

地
域
の
中
心
と
な
る
の
で
ま
ち
づ
く
り
の
視

点
か
ら
協
議
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
」、「
耐

震
補
強
に
つ
い
て
既
存
校
舎
の
活
用
は
可
能

な
の
か
」、「
京
丹
後
市
の
教
育
の
ビ
ジ
ョ
ン

が
見
え
て
こ
な
い
」、「
適
正
規
模
に
左
右
さ

れ
な
い
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
よ

い
教
育
を
提
供
で
き
る
再
配
置
を
検
討
し
よ

う
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

答
申
に
つ
い
て
は
、
各
町
分
科
会
で
の
意

見
を
ま
と
め
た
最
終
報
告
を
尊
重
し
た
う
え

で
、
意
見
を
一
本
に
絞
り
込
む
の
で
は
な
く
、

二
案
、
三
案
の
併
記
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

検
討
委
員
会
と
し
て
の
意
見
を
盛
り
込
ん
だ

答
申
を
作
成
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
後
は
、
各
町
分
科
会
で
の
検
討
と
同
じ

よ
う
に
、
中
学
校
の
再
配
置
か
ら
協
議
を
進

め
、
中
学
校
の
検
討
終
了
後
、
小
学
校
の
再

配
置
を
検
討
し
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

新
し
い
学
校
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
答

申
作
成
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 

各
町
分
科
会
の
最
終
報
告
や
検
討
委
員
会

の
会
議
録
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
市
政
・
情
報
公
開
の
中
の
「
学
校
再
配

置
に
つ
い
て
」
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

夏休みを前にした7月16日、海部小学校（久美浜町橋爪）では、
下校途中不審者に声をかけられた場合を想定した「駆け込み訓練」
が行われました。 

　
全
国
的
に
子
ど
も
が
巻
き
こ
ま
れ
る
事

件
が
発
生
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
る

中
、「
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う
」
と

い
う
機
運
が
高
ま
り
、
地
域
住
民
・
関
係

機
関
・
団
体
な
ど
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

も
と
、
平
成
九
年
に
「
こ
ど
も
一
一
〇
番

の
い
え
」
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　「
こ
ど
も
一
一
〇
番
の
い
え
」
は
、
子
ど

も
た
ち
が
、
登
下
校
時
や
児
童
公
園
、
広

場
な
ど
で
不
審
者
に
襲
わ
れ
た
り
、
声
か

け
・
ち
か
ん
・
つ
き
ま
と
い
行
為
の
被
害

を
受
け
避
難
し
て
き
た
と
き
、
保
護
し
、

避
難
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
を
警
察
官
な

ど
が
到
着
す
る
ま
で
一
時
的
に
保
護
す
る

も
の
で
す
。 

　「
こ
ど
も
一
一
〇
番
の
い
え
」
は
、
警
察
・

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
連
携
の
も
と
、
子
ど
も

の
通
学
路
、
遊
び
場
付
近
の
普
段
か
ら
在

宅
し
て
お
ら
れ
る
地
域
の
か
た
の
中
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
民
生
児

童
委
員
さ
ん
、
郵
便
局
、
銀
行
な
ど
に
も

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
平
成
二
十
年
六
月
三
十
日
現
在
で
市
内

に
千
七
百
二
十
九
軒
あ
り
、
京
都
府
下
で

一
番
多
く
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ

う
と
い
う
意
識
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

　
小
学
校
な
ど
で
は
、
定
期
的
に
「
こ
ど

も
一
一
〇
番
の
い
え
」
を
訪
問
し
た
り
対

面
を
行
う
ほ
か
、
児
童
に
何
か
あ
っ
た
ら

「
こ
ど
も
一
一
〇
番
の
い
え
」
に
駆
け
込
む

よ
う
に
訓
練
も
行
い
、
万
が
一
の
と
き
に

備
え
て
い
ま
す
。 

市
内
初

市
内
初 

幼
保
一
体
化
施
設
を
整
備

幼
保
一
体
化
施
設
を
整
備 

市
内
初 

幼
保
一
体
化
施
設
を
整
備 

市
内
初 

幼
保
一
体
化
施
設
を
整
備 
子
育
て
環
境
の
充
実
を
め
ざ
し
て 

「丹後保育所・丹後幼稚園」の概要 

子
育
て
環
境
の
充
実
を
め
ざ
し
て 
子
育
て
環
境
の
充
実
を
め
ざ
し
て 

新築工事起工式 

丹後保育所 

丹後幼稚園 

丹後保育所 

丹後幼稚園 

丹後保育所 

丹後幼稚園 十
二
月
の
答
申
に
向
け
検
討
加
速 

十
二
月
の
答
申
に
向
け
検
討
加
速 

十
二
月
の
答
申
に
向
け
検
討
加
速 

学校再配置 
検討委員会 
だより 

学校再配置 
検討委員会 
だより 

学校再配置 
検討委員会 
だより 

府下で最も 
多い登録件数 
府下で最も 
多い登録件数 

市内の1,729軒が 
地域のこどもを 
守ります 

市内の1,729軒が 
地域のこどもを 
守ります 

来春開設予定 
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久美浜高等学校 久美浜高等学校 久美浜高等学校 

峰山高等学校 峰山高等学校 峰山高等学校 

加悦谷高等学校 加悦谷高等学校 加悦谷高等学校 

網野高等学校 網野高等学校 網野高等学校 

 
 

【８月５日～８月９日】 
【埼玉県　幸手市】 
上中　宙士（３年生） 
和田　朗洋（３年生） 
中嶋　義樹（２年生） 
松田　圭祐（２年生） 
松本　美咲（３年生） 
和田　千尋（３年生） 
北垣　翔平（３年生） 
中道　章弘（３年生） 
後川　拳吾（２年生） 
酒井　精也（２年生） 

 
 
 

【８月６日～８月９日】 
【埼玉県　さいたま市】 

 
川戸　優作（３年生） 
中西　研太（２年生） 

 
 

【７月19日～７月21日】 
【沖縄県　那覇市】 

 
堀内　　瞳（１年生） 

宮津高等学校 宮津高等学校 宮津高等学校 
 
 

【７月29日～８月２日】 
【埼玉県　熊谷市】 
鈴木　清央（３年生） 

平成20年度 
全国高校総合体育大会（インターハイ） 
陸上競技 
 
やり投げ 

 
 

【７月29日～８月２日】 
【埼玉県　熊谷市】 

江浪　雅延（３年生） 

 
【８月24日】 

【静岡県　浜松市】 
吉岡　直希（峰山町） 

 
【10月11日～10月13日】 
【東京・代々木第一体育館】 

正田　絢子（網野町） 

 
 

【７月29日～８月３日】 
【トルコ　イスタンブール】 

 
堀内　　優（３年生） 

 
 

【８月16日～８月17日】 
【大阪府　堺市】 

植野さくら（２年生） 
明尾　弥紀（３年生） 
堀内　　優（３年生） 
伊藤友莉香（３年生） 

 
 

【８月16日～８月19日】 
【大阪府　堺市】 

半田　　守（３年生） 
西　　洸大（２年生） 
松本　和弥（３年生） 
小石原拓馬（３年生） 
岩渕麗史朗（３年生） 
平林　雅之（２年生） 

 
 

【７月31日～８月４日】 
【埼玉県　東松山市】 

 
半田　　守（３年生） 
小石原拓馬（３年生） 
岩渕麗史朗（３年生） 

 
 

【７月25日～７月27日】 
【トルコ　イスタンブール】 

 
花田　吉弘（２年生） 

 
植野さくら（２年生） 
明尾　弥紀（３年生） 
伊藤友莉香（３年生） 

 
 

【７月31日～８月２日】 
【埼玉県　上尾市】 
岡田　　良（３年生） 
田中　　豪（３年生） 
高橋　広貴（２年生） 
藤原　孝行（２年生） 
松本　直弥（２年生） 
山�　浩二（２年生） 
中矢　敬太（１年生） 
向井　基貴（１年生） 

 
 

【７月19日～７月21日】 
【沖縄県　那覇市】 

 
米田　真実（２年生） 

（敬称略） 

2008世界女子レスリング選手権 
 
 
59㎏級 

第５回全国小学生学年別柔道大会 
 
 
６年 50㎏超級 

第10回全国高等学校 
女子ウエイトリフティング選手権 
 
 
女子 
　53㎏級 

平成20年度 
全国高校総合体育大会（インターハイ） 
ウエイトリフティング 
 
 
男子 
　56㎏級 
　69㎏級 

平成20年度 
全国高校総合体育大会（インターハイ） 
カヌー  
 
 
男子カヤック 
 
 
 
女子カヤック 
 
男子カナディアン 

平成20年度 
全国高校総合体育大会（インターハイ） 
レスリング  
 
個人対抗戦 
　50㎏級 
　66㎏級 
　96㎏級 

第24回全国高校生 
グレコローマンスタイル選手権 
 
 
　50㎏級 
 
　60㎏級 
　66㎏級 
　96㎏級 

第14回 
全国高等学校女子レスリング選手権 
 
 
　44㎏級 
　46㎏級 
　54㎏級 
　58㎏級 

2008 
世界ジュニアレスリング選手権 
 
 
女子 
　51㎏級 

平成20年度 
全国高校総合体育大会（インターハイ） 
陸上競技 
 
棒高跳び 

2008アジア・カデット 
　　　　　　　レスリング選手権 
 
 
フリースタイル 
　54㎏級 
女子 
　43㎏級 
　49㎏級 
　60㎏級 

第10回全国高等学校女子 
　　ウエイトリフティング選手権 
 
 
女子 
　69㎏級 

平成20年度 
全国高校総合体育大会（インターハイ） 
新体操  
 
男子団体 

　京丹後市内に在住の、各種競技スポーツで全国大会や世界大会へ出場される小学生から社会人のみなさんの激励会を、７月14日
にアグリセンター大宮で開催しました。 

任期：平成20年７月８日 
　　　～平成21年７月７日（１年間） 

任期：平成20年７月８日 
　　　～平成24年７月７日（４年間） 

任期：平成20年７月８日 
　　　～平成24年７月７日（４年間） 

総合順位 
優　勝 
準優勝 
３　位 
４　位 
５　位 
６　位 

地 区 名 
第二小校区 
周枳区 
口大野 
河辺区 

第三小校区 
善王寺 

総合順位 
１　位 
２　位 
３　位 
４　位 
５　位 
６　位 
７　位 
８　位 

地区名 
吉　原 
新　山 
丹　波 
峰山東 
五　箇 
長　岡 
峰山西 
峰山南 

　
上
田
さ
ん
は
、
昭

和
三
十
五
年
四
月
に

上
田
建
設
に
入
社
、

昭
和
五
十
四
年
十
月

に
個
人
経
営
か
ら
株

式
会
社
に
改
組
、
上

田
建
設
株
式
会
社
設
立
に
伴
い
、
専
務
取
締
役
に

就
任
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
に
社
長

に
就
任
さ
れ
、
入
社
以
来
四
十
八
年
の
永
き
に
渡

り
、
社
業
の
発
展
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
特
に
、
平
成
十
八
年
七
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に

よ
っ
て
被
災
し
た
墓
地
公
園
法
面
の
復
旧
工
事

で
は
、
危
険
区
域
と
し
て
立
入
規
制
が
発
令
さ
れ

て
い
る
状
態
の
下
、
発
注
者
と
地
元
関
係
者
か
ら

早
期
完
成
が
求
め
ら
れ
、
厳
し
い
状
況
の
中
、
熟

練
し
た
専
門
社
員
を
重
点
配
置
し
、
無
事
故
・
無

災
害
で
工
期
を
短
縮
し
て
復
旧
工
事
を
完
成
さ

れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
平
成
十
六
年
九
月
に
京
丹
後
建
設
業
協

会
会
長
に
就
任
さ
れ
、
地
元
の
建
設
業
界
の
中
心

と
な
っ
て
業
界
全
体
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
る

と
と
も
に
、
不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
の
講
習
会

開
催
、
道
路
美
化
活
動
、
高
齢
者
世
帯
の
除
雪
支

援
な
ど
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的

に
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
功
績
が
高

く
評
価
さ
れ
、
受
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

教育委員会委員を選任 教育委員会委員を選任 教育委員会委員を選任 

上
田
俊
六
さ
ん 

 

（
弥
栄
町
溝
谷
） 

平成20年建設事業関係功労者等 
国土交通大臣表彰を受賞 

世界大会・全国大会 ご出場おめでとうございます 世界大会・全国大会 ご出場おめでとうございます 世界大会・全国大会 ご出場おめでとうございます 

教育長 教育委員長 
上 羽  敏 夫さん（丹後町成願寺） 米 田  敦 弘さん（久美浜町） 

教育委員 
文 殊  清 道さん（網野町浜詰） 

第41回峰山スポーツ祭典 

総合成績（６月22日） 

第41回峰山スポーツ祭典 

総合成績（６月22日） 

第41回峰山スポーツ祭典 

総合成績（６月22日） 
第５回大宮町体育大会 

総合成績（６月22日） 

第５回大宮町体育大会 

総合成績（６月22日） 

第５回大宮町体育大会 

総合成績（６月22日） 
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消
　
防
　
団 

消
　
防
　
団 

15 14

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部 

　
優
　
勝
　
大
宮
町 

　
　
　
　
　
指
揮
者
　
矢
谷
　
貴
昭 

　
　
　
　
　
一
番
員
　
小
西
　
隆
弘 

　
　
　
　
　
二
番
員
　
高
橋
　
慎
治 

　
　
　
　
　
三
番
員
　
矢
野
晴
一
朗 

　
　
　
　
　
四
番
員
　
田
中
　
勝
茂 

　
準
優
勝
　
丹
後
町 

　
第
三
位
　
弥
栄
町 

 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部 

　
優
　
勝
　
弥
栄
町 

　
　
　
　
　
指
揮
者
　
川
戸
　
克
彦 

　
　
　
　
　
一
番
員
　
吉
岡
　
　
輝 

　
　
　
　
　
二
番
員
　
形
山
　
豊
和 

　
　
　
　
　
三
番
員
　
吉
岡
　
昌
浩 

　
準
優
勝
　
大
宮
町 

　
第
三
位
　
久
美
浜
町 

（
敬
称
略
） 

小型ポンプ操法の部で優勝された弥栄町 ポンプ車操法の部で優勝された大宮町 

規律正しく放水する消防団員のみなさん 

炎天下の中真剣な表情で操法を開始 化学消防車で勢いよく放水 

化学消防車の前で操法を開始される 
　　　　　　　　航空自衛隊員のみなさん 

宇治田原町消防団  団長  桝村昌弘さん 

羽賀団長が桝村団長に操法大会を説明 

熱心に京丹後市の操法を視察される 
　　　宇治田原町消防団幹部のみなさん 

第
三
回  

京
丹
後
市
消
防
操
法
競
技
大
会 

　
梅
雨
明
け
を
感
じ
さ
せ
る
好
天

と
な
っ
た
七
月
六
日
、
「
第
三
回
京

丹
後
市
消
防
操
法
競
技
大
会
」
を

豊
栄
（
と
よ
さ
か
）
山
村
広
場
（
丹

後
町
大
山
）
で
開
催
し
、
生
業
を

持
ち
な
が
ら
も
長
期
間
に
わ
た
る

連
日
の
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
切
っ

た
団
員
の
み
な
さ
ん
が
、
火
災
現

場
で
の
消
火
活
動
を
想
定
し
た
本

番
さ
な
が
ら
の
水
だ
し
操
法
を
披

露
し
ま
し
た
。 

　
消
防
操
法
は
、
「
訓
練
に
お
け
る
消

防
用
機
械
器
具
の
取
り
扱
い
お
よ
び

操
作
」
の
こ
と
を
い
い
、
万
一
の
火

災
か
ら
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
、
迅
速
・
安
全
・

確
実
な
消
防
活
動
を
行
え
る
よ
う
に

訓
練
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
団
員
の

士
気
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
二

年
に
一
度
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
競
技
は
、「
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
」（
指

揮
者
を
含
め
操
作
員
五
人
）
と
「
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」
（
同
四
人
）
の

二
部
門
で
実
施
し
、
六
町
ご
と
の
大

会
（
六
月
十
五
日
）
で
優
秀
な
成
績

を
納
め
た
精
鋭
が
出
場
。 

　
緊
張
感
漂
う
中
、
操
作
員
の
み
な

さ
ん
は
、
指
揮
者
の
「
操
作
始
め
」

の
号
令
を
合
図
に
、
息
の
あ
っ
た
き

び
き
び
と
し
た
迅
速
か
つ
的
確
な
操

法
を
次
々
と
披
露
。
各
町
団
と
も
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
押
し
の
け
て
、
訓
練

の
成
果
を
発
揮
さ
れ
、
半
日
に
わ
た

る
競
技
の
結
果
、
「
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
」
は
大
宮
町
が
二
連
覇
。
「
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
」
は
、
弥
栄
町
が
は

じ
め
て
優
勝
を
飾
り
、
多
く
の
観
衆

か
ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
大
宮
町
お
よ
び
弥
栄
町
の
優
勝
部
は
、

七
月
二
十
七
日
に
京
都
府
立
丹
波
自

然
公
園
（
京
丹
波
町
）
で
開
か
れ
た
「
自

治
体
消
防
六
十
周
年
記
念
第
二
十
回

京
都
府
消
防
操
法
大
会
」
に
京
丹
後

市
の
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
結
果
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

 

第
三
回  

京
丹
後
市
消
防
操
法
競
技
大
会 

第
三
回  

京
丹
後
市
消
防
操
法
競
技
大
会 

　
宇
川
地
域
（
丹
後
町
）
の
初
期
消

火
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
市
と

近
傍
火
災
の
出
動
に
対
す
る
「
覚
書
」

を
平
成
十
八
年
五
月
に
締
結
し
て
い

る
航
空
自
衛
隊
第
三
五
警
戒
隊
が
、

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る

た
め
、
市
消
防
操
法
競
技
大
会
で
は

じ
め
て
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
同
自
衛
隊
と
消
防
本
部
お
よ
び
消

防
団
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
火
災
想
定

訓
練
や
防
災
行
政
無
線
を
活
用
し
た

情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
、
消
防
技
術

の
向
上
と
、
連
携
を
密
に
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
十
八
年
七
月
に
発
生

し
た
間
人
土
砂
災
害
で
は
、
発
災
直

後
か
ら
多
く
の
隊
員
の
か
た
に
出
動

し
て
い
た
だ
き
、
迅
速
か
つ
的
確
な

救
助
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
地
域
防
災
に
積
極
的
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
同
自
衛
隊
員
が
、
消

防
団
の
操
法
競
技
終
了
後
、
化
学
消

防
車
に
よ
る
操
法
を
披
露
さ
れ
、
国

防
の
訓
練
で
培
わ
れ
た
規
律
と
機
敏

で
正
確
な
動
作
に
観
衆
が
魅
了
さ
れ

ま
し
た
。 

　
市
消
防
本
部
、
消
防
団
お
よ
び
自

衛
隊
で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
で
連
携
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

さ
ら
な
る
安
心
と
安
全
の
確
保
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。 

　
宇
治
田
原
町
の
消
防
団
（
幹

部
お
よ
び
操
作
員
）
十
二
人
の

み
な
さ
ん
が
、
京
丹
後
市
の
レ

ベ
ル
の
高
い
操
法
技
術
を
研
究

す
る
た
め
、
「
第
三
回
京
丹
後

市
消
防
操
法
競
技
大
会
」
を
視

察
さ
れ
ま
し
た
。 

　
丹
後
地
域
は
、
過
去
に
京
都

府
消
防
操
法
大
会
で
数
回
優
勝

し
、
全
国
操
法
大
会
に
も
出
場

し
て
い
ま
す
。
同
視
察
は
、
京

丹
後
市
の
レ
ベ
ル
の
高
い
操
法

に
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
同

町
消
防
団
の
み
な
さ
ん
が
、
そ

の
技
術
を
学
ぼ
う
と
京
都
府
南

部
か
ら
は
じ
め
て
来
ら
れ
ま
し

た
。 

　
視
察
さ
れ
た
消
防
団
の
み
な

さ
ん
は
、
本
市
の
操
法
競
技
を

目
の
当
た
り
に
さ
れ
、「
規
律
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
機
敏
で
正
確

な
動
作
が
す
ば
ら
し
い
操
法
で

あ
る
」
と
、
ビ
デ
オ
撮
影
を
し

な
が
ら
熱
心
に
視
察
さ
れ
ま
し

た
。
　 

　
羽
賀
団
長
は
「
こ
の
大
会
の

視
察
を
き
っ
か
け
に
、
京
丹
後

市
と
宇
治
田
原
町
が
七
月
二
十

七
日
に
開
催
さ
れ
る
京
都
府
消

防
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
操
法
技

術
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、

消
防
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。 

各町の代表が見事な操法を展開 各町の代表が見事な操法を展開 市操法大会に航空自衛隊が初参加 市操法大会に航空自衛隊が初参加 
自
衛
隊
操
法
を
初
披
露 

宇
治
田
原
町
消
防
団
が
視
察

宇
治
田
原
町
消
防
団
が
視
察 

宇
治
田
原
町
消
防
団
が
視
察 

す
ば
ら
し
い
操
法
だ
！

す
ば
ら
し
い
操
法
だ
！ 

す
ば
ら
し
い
操
法
だ
！ 



平成20年8月 平成20年8月 
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京丹後市民の設置調査結果  

知らない 

43%
回答結果 
約4,400人 57%

知っている 

63.1%
770人 
85.8%

14.2%
設置した 

設置義務 
知っている 

設置 
していない 

Q２、「知っている」人に対し 
　　　実際に設置していますか？ 

0

50

100

150

200

250

300

350

年齢別死者発生状況 

65～80歳 

81歳以上 人数 

逃げ遅れ 

60.3％ 
890人 

そのほか 

39.7％ 
585人 

電池式なら取り付け簡単 

資料：平成19年版消防白書 

電気店やホームセンタで購入できます 

京丹後市消防本部ホームページもご覧ください　http://www.city.kyotango.kyoto.jp/kcfd/index.html

Q１、住宅用火災警報器の設置 
義務を知っていますか？ 

原因ワースト 

①病気・身体不自由 

②熟睡 

           

　 　
日
本
全
国
で
住
宅
火
災
に
よ
り
死
亡
に

至
っ
た
経
過
を
み
る
と
、
平
成
十
八
年
中

の
火
災
に
よ
る
死
者
数
（
放
火
を
除
き
ま
す
）

は
千
四
百
七
十
五
人
で
す
。 

　
最
も
多
い
の
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の

で
八
百
九
十
人
（
六
〇
・
三
％
）
。
そ
の
中

で
も
「
発
見
が
遅
れ
、
気
づ
い
た
と
き
に

は
火
煙
が
迫
り
、
既
に
逃
げ
道
が
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
も
の
（
全
く
気
づ
か
な
か

っ
た
場
合
を
含
み
ま
す
）
」
が
三
百
二
十
九

人
と
最
も
多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
見
て
も
火
災
の
早
い
発
見

が
い
か
に
大
切
か
が
わ
か
り
ま
す
。 

             

                      

　
住
宅
火
災
で
亡
く
な
っ
た
千
四
百
七
十

五
人
の
内
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の

か
た
が
八
百
二
十
六
人
（
五
六
％
）
を
占

め
て
お
り
、
特
に
八
十
一
歳
以
上
が
三
百

二
十
七
人
（
二
二
・
二
％
）
と
極
め
て
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
高
齢
社
会
は
、
京
丹
後
市
で
も
例
外
で

は
な
く
、
い
つ
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
が
出

て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
素
早
い

避
難
が
難
し
い
か
た
な
ど
を
ど
の
よ
う
に

火
災
か
ら
守
っ
て
い
く
か
、
日
ご
ろ
か
ら

対
策
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。 

  

　
消
防
法
お
よ
び
京
丹
後
市
火
災
予
防
条

例
の
改
定
で
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。 

　
消
防
本
部
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
広
報
紙
へ

の
掲
載
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
広

報
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
広
報
活
動
に
対
す

る
効
果
と
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す

る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
識
を
探
る
た
め
、

市
民
の
み
な
さ
ん
五
千
五
百
人
を
対
象
に

消
防
団
の
協
力
を
得
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
約
八
〇
%
か
ら
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。 

                

                                  

         

 「
設
置
義
務
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」

と
回
答
し
た
か
た
が
五
七 
%
だ
っ
た
の
に

対
し
、「
設
置
し
た
」
と
答
え
た
か
た
が
一

四
・
二 
%
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。 

今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
設
置
が
必
要

だ
が
ま
だ
大
丈
夫
と
思
わ
れ
て
い
る
か
た

が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
火
災
は
い

つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

　
み
な
さ
ん
や
家
族
な
ど
の
大
切
な
命
、

財
産
を
守
る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
ご
家
庭
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

夏
・
秋
の
レ
ジ
ャ
ー
先
で
も
し
も
の
と
き
、

少
し
で
も
早
く
・
正
し
い
手
当
て
を
す
る

こ
と
で
、
そ
の
後
の
経
過
が
大
き
く
か
わ

り
ま
す
。
今
回
は
、
対
処
法
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。 

は
じ
め
に
、
ク
ラ
ゲ
に
刺
さ
れ
る
と
痛

み
を
伴
い
患
部
は
発
赤
や
水
泡
が
で
き
ま
す
。

対
処
法
は
、
ま
ず
、
タ
オ
ル
な
ど
で
ク
ラ

ゲ
の
触
手
を
取
り
除
き
、
き
れ
い
に
海
水

で
洗
っ
て
か
ら
氷
や
水
で
冷
や
し
て
く
だ

さ
い
。
激
痛
や
ひ
ど
く
刺
さ
れ
た
場
合
は

病
院
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

     

次
に
、
マ
ム
シ
に
か
ま
れ
る
と
激
痛
を

感
じ
、
短
時
間
で
患
部
が
痛
み
を
伴
っ
て

大
き
く
腫
れ
ま
す
。
対
処
法
は
、
ま
ず
、

動
き
回
ら
な
い
よ
う
に
安
静
を
保
ち
、
か

ま
れ
た
場
所
よ
り
心
臓
側
を
軽
く
縛
っ
て

病
院
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

最
後
に
、
蜂
に
刺
さ
れ
る
と
激
痛
が
走
り
、

局
所
は
発
赤
し
ま
す
。
刺
さ
れ
て
恐
ろ
し

い
の
は
、
全
身
ア
レ
ル
ギ
ー(

ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク)

に
陥
る
こ
と
で
す
。
過

去
に
刺
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
か
た
は
特
に

要
注
意
で
す
。
全
身
の
じ
ん
ま
し
ん
、
呼

吸
困
難
、
冷
や
汗
や
め
ま
い
な
ど
感
じ
た

場
合
は
、
救
急
車
を
呼
ぶ
か
直
ち
に
病
院

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
、
正
し

い
応
急
手
当
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

○京丹後市消防本部予防課 

　　蕁 62-5119 
　または、最寄りの消防署にお問い

合わせください。 

○（財）日本消防設備安全センター内に、

住宅用火災警報器相談室が開設さ

れています。 

　《フリーダイヤル》 

　　蕁 0120-565-911

  詳しい住宅用火災警報器の 
　設置方法などのお問い合わせ 

住宅用火災警報器を取りつけたからといって
それですべてが安心というわけではありません。
定期的に点検の意味で確認してください。 
 
 
 
 

　月に1回程度、定期的に作動確認をしてく
　ださい。住宅用警報器のボタンを押す、引き
　ひもを引くことで確認できます。 
　また、次の場合に必ず作動確認をしてくだ
　さい。 
①取りつけたとき 
②電池を交換したとき 
③掃除したとき 
 
 
 
 

・中性洗剤に浸して十分絞った布でふき取っ
　　てください。 
・ベンジンやシンナーなどの有機溶剤は使用  
　　しないでください。 
・水洗いは絶対にしないでください。 
・本体を改造したり、分解しないでください。 

作動確認 

お手入れなど 

家の中で火災にいち早く気がつき知
らせてくれる住宅用火災警報器。家族
が寝ている間でも留守のときにも24時
間見守ってくれています。もうみなさ
んお宅に設置されましたか。 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た 

既
存
住
宅
は
平
成
２３
年
5 
月
31
日
ま
で
に 

◎ 

新
築
住
宅
は
平
成
１８
年
6
月
1 
日
か
ら 

◎ 
備えて安心 
　　住宅火災から命を守る 
備えて安心 
　　住宅火災から命を守る 
備えて安心 
　　住宅火災から命を守る 

119 119 
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火災・救急・救助 

代表　 ６２－０１１９ 
総務課　総務係　62-8119  
　　　　管理係　62-8129  
予防課  　　　　 62-5119

ワ
ー
ス
ト
1
は
逃
げ
遅
れ
 

高
齢
者
の
か
た
が
半
数
以
上 

住宅火災の死者の内訳 

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

ま
だ
ま
だ
低
い
設
置
率 

日ごろの点検について 

救急一口メモ 

救急救命士 

安 井 英 人 
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ジ
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先
で
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応
急
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当 
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ー
先
で
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応
急
手
当 
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市 

長 

室 

訪 

問 

魅
　
　
　
力 

19 18

（左から井上忠司消防士長、山本景一消防士長、藤野光磯消防士） 

出
場
を
市
長
に
報
告 

 

「ゆかたを楽しむ月間」のPRに来庁 
（中央  丹後きものクイーン 岡本香理さん） 

久美浜町尉ヶ畑で水田の草取り作業を体験 

大宮町河辺で黒豆・白大豆の 
　　植えつけ作業を体験（ゆうきの楽園） 

丹後ちりめんの再生・発展を願い 
　　　　　　「あしぎぬ顕彰祭」を開催 　

全
国
の
消
防
救
助
隊
員
が
、
救

助
活
動
の
技
と
ス
ピ
ー
ド
を
競
う

「
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
・
京

都
府
予
選
会
」
が
七
月
一
日
、
京

都
市
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
、「
ほ

ふ
く
救
出
」
の
部
で
三
年
連
続
、

通
算
四
回
目
と
な
る
優
勝
を
収
め
、

八
月
二
十
九
日
、
勝
山
公
園
（
福

岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
城
内
）

で
開
催
さ
れ
る
「
全
国
消
防
救
助

技
術
大
会
」
へ
の
出
場
権
利
を
獲

得
し
た
消
防
士
三
人
が
市
長
へ
報

告
し
、
激
励
を
受
け
ま
し
た
。 

　
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た

の
は
、
井
上
忠
司
消
防
士
長
（
全

国
出
場
四
回
）
、
山
本
景
一
消
防

士
長
（
全
国
出
場
四
回
）
、
藤
野

光
磯
消
防
士
（
全
国
出
場
初
）
の

チ
ー
ム
で
、
予
選
会
で
は
、
連
日

の
厳
し
い
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、

強
豪
を
押
さ
え
て
三
連
覇
の
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。 

　
「
ほ
ふ
く
救
出
」
は
重
さ
約
一

〇
㌔
の
呼
吸
器
を
着
装
し
て
約
八

㍍
の
煙
道
（
え
ん
ど
う
）
を
く
ぐ

り
、
け
が
人
を
ロ
ー
プ
で
結
ん
で

搬
送
す
る
競
技
。
井
上
士
長
は
「
こ

れ
か
ら
さ
ら
に
訓
練
を
重
ね
、
京

都
府
の
代
表
と
し
て
全
国
一
位
を

め
ざ
し
ま
す
」
と
報
告
。 

　
中
山
市
長
は
「
三
連
覇
の
快
挙

は
す
ば
ら
し
い
、
京
丹
後
市
の
誇

り
で
す
。
救
助
技
術
が
京
都
府
で

一
位
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
全
国
大
会
で
も
優

勝
で
き
る
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
」

と
激
励
し
ま
し
た
。 

　
丹
後
地
域
の
行
政
機
関
、
商
工

団
体
、
金
融
機
関
、
織
物
団
体
な

ど
で
組
織
す
る
「
丹
後
き
も
の
Ｎ

Ｅ
Ｔ
」
で
は
、
地
場
産
業
で
あ
る

丹
後
ち
り
め
ん
の
振
興
並
び
に
観

光
振
興
を
図
る
た
め
、
「
ゆ
か
た

を
楽
し
む
日
」
（
七
月
三
十
日
〜

八
月
五
日
）
お
よ
び
「
ゆ
か
た
を

楽
し
む
月
間
」
（
七
月
十
八
日
〜

八
月
三
十
一
日
）
を
定
め
、
丹
後

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
七
月
十
五
日
に
は
、
「
ゆ
か
た

を
楽
し
む
月
間
」
の
開
始
に
向
け
、

丹
後
き
も
の
ク
イ
ー
ン
の
三
人
が

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
京

都
府
峰
山
総
合
庁
舎
（
峰
山
町
丹

波
）
を
ス
タ
ー
ト
し
、
三
班
に
分

か
れ
て
丹
後
地
域
の
市
役
所
や
商

工
会
、
観
光
協
会
な
ど
を
訪
問
さ

れ
ま
し
た
。
京
丹
後
市
役
所
に
も

来
庁
さ
れ
市
長
を
訪
問
。
「
ゆ
か

た
は
手
軽
に
着
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
多
く
の
か
た
に
気
軽
に
和

装
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

な
ど
と
ゆ
か
た
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
さ

れ
ま
し
た
。 

　
地
場
産
業
で
あ
る
丹
後
織
物
の
振
興
を

願
い
、
第
四
十
回
と
な
る
「
あ
し
ぎ
ぬ
顕

彰
祭
」
（
京
丹
後
市
商
工
会
主
催
）
が
、
七

月
二
日
、
あ
し
ぎ
ぬ
苑
（
弥
栄
町
鳥
取
）

で
開
催
さ
れ
、
丹
後
織
物
工
業
組
合
や
市

商
工
会
、
地
元
織
物
関
係
者
な
ど
約
三
十

人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
顕
彰
祭
は
、
奈
良
時
代
に
鳥
取
の
地

名
が
記
さ
れ
た
織
物
「
あ
し
ぎ
ぬ
」
（
練
ら

ず
に
集
め
た
太
い
蚕
糸
で
織
り
上
げ
ら
れ

た
古
代
の
織
物
）
が
、
聖
武
天
皇
へ
献
上

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
先
人
の
遺

徳
に
深
い
敬
意
を
払
い
、
昭
和
四
十
三
年
、

記
念
碑
と
記
念
庭
園
「
あ
し
ぎ
ぬ
苑
」
を
建

立
。
毎
年
、
顕
彰
祭
を
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
顕
彰
祭
で
は
、
丹
後
織
物
業
の
再
興
を

祈
念
し
、
神
事
に
続
き
参
列
者
が
玉
ぐ
し

を
奉
納
。
沖
田
京
丹
後
市
商
工
会
長
は
「
遙

か
い
に
し
え
の
時
代
に
、
こ
の
鳥
取
の
地

で
今
に
残
る
あ
し
ぎ
ぬ
が
つ
く
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
思
い
を
は
せ
る
と
き
、
そ
の
努

力
と
高
い
技
術
に
深
い
敬
意
を
表
す
も
の

で
す
。
丹
後
ち
り
め
ん
を
め
ぐ
る
状
況
は

厳
し
い
で
す
が
、
府
や
市
、
関
係
機
関
が

取
り
組
ま
れ
て
い
る
産
業
振
興
の
施
策
が

実
を
結
び
、
丹
後
織
物
の
本
格
的
な
景
気

回
復
を
願
い
ま
す
。
丹
後
織
物
は
、
何
と

し
て
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
伝
統
産
業
。

丹
後
織
物
の
振
興
で
丹
後
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
た
い
」
と
式
辞
。 

　
中
山
市
長
は
「
千
二
百
年
前
の
先
人
の

高
い
先
進
性
に
対
す
る
誇
り
と
喜
び
、
そ

し
て
数
え
切
れ
な
い
程
の
先
人
の
み
な
さ

ん
が
汗
と
命
で
今
日
へ
と
つ
な
い
で
い
た

だ
い
た
織
物
へ
の
絆
の
集
積
、
二
百
七
十

年
前
の
大
き
な
不
況
を
乗
り
越
え
て
い
た

だ
い
た
織
物
へ
の
情
熱
と
ご
献
身
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
自
体
が
た
い
へ
ん
な
ご
遺
徳
。

改
め
て
こ
の
ご
遺
徳
を
深
く
尊
び
な
が
ら
、

少
し
で
も
学
び
、
足
跡
を
た
ど
ら
せ
て
い

た
だ
く
中
に
、
将
来
の
力
強
い
、
丹
後
ち

り
め
ん
の
再
生
・
発
展
が
あ
る
と
信
じ
て

い
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
二
十
一
日
に
は
、
奥
山
自
然
た
い
け
ん

施
設
（
久
美
浜
町
奥
山
）
で
、「
猪
・
鹿
肉

を
お
い
し
く
い
た
だ
く
に
は
」
を
テ
ー
マ

に
、
猪
・
鹿
肉
を
使
っ
た
料
理
に
挑
戦
。 

 

参
加
さ
れ
た
大
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
猪
・

鹿
肉
に
対
し
て
「
固
い
、
臭
い
」
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

参
加
さ
れ
た
全
員
が
「
こ
ん
な
に
美
味
し

く
食
べ
れ
る
な
ん
て
」
と
絶
賛
。
初
め
て

の
猪
・
鹿
肉
料
理
に
舌
鼓
を
う
ち
ま
し
た
。 

都
市 

都
市 

農
村 

農
村 

と
　
　
　
が
交
流 

久
美
浜
町
尉
ヶ
畑

久
美
浜
町
尉
ヶ
畑 

大

宮

町

河

大

宮

町

河

辺 

久
美
浜
町
尉
ヶ
畑

久
美
浜
町
尉
ヶ
畑 

大

宮

町

河

大

宮

町

河

辺 

久
美
浜
町
尉
ヶ
畑 

大

宮

町

河

辺 

で
交
流
活
動 

農作業体験をとおして 農作業体験をとおして 農作業体験をとおして 
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
都
市
農
村

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
で
は
、

昨
年
か
ら
京
丹
後
市
で
、
農
業

体
験
を
と
お
し
て
都
市
部
在
住

の
か
た
と
農
村
在
住
の
か
た
と

の
交
流
を
深
め
よ
う
と
、
都
市

農
村
交
流
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。 

　
六
月
二
十
二
日
に
は
、
府
立
大
学
の
学
生

の
み
な
さ
ん
を
中
心
と
し
た
二
十
四
人
が
、

久
美
浜
町
尉
ヶ
畑
（
じ
ょ
う
が
は
た
）
区
で
、

水
田
の
草
取
り
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
大
宮
町
河
辺
区
に
移

動
し
、
「
ゆ
う
き
の
楽
園
」
と
名
づ
け
た
農

地(

約
一
〇
㌃)

で
農
作
業
を
体
験
。
黒
豆

の
苗
植
え
と
白
大
豆
の
種
ま
き
を
行
い
、
地

元
農
家
の
か
た
の
指
導
を
熱
心
に
聞
き
な

が
ら
、
て
い
ね
い
に
植
え
つ
け
作
業
を
行

い
ま
し
た
。 

　
今
回
の
豆
の
体
験
活
動
に
は
、
地
元
の

小
学
生
を
含
め
た
約
三
十
人
の
か
た
も
参
加
。

五
十
人
以
上
の
か
た
が
交
流
を
深
め
ら
れ

ま
し
た
。 

三
年
連
続
、
通
算
四
回
目
と
な
る
消
防
士
が
市
長
に
報
告 

三
年
連
続
、
通
算
四
回
目
と
な
る
消
防
士
が
市
長
に
報
告 

市長室 
訪　問 
市長室 
訪　問 三連覇を成し遂げ 

　　　　　　　全国消防救助技術大会へ出場 
三連覇を成し遂げ 

　　　　　　　全国消防救助技術大会へ出場 
三連覇を成し遂げ 

　　　　　　　全国消防救助技術大会へ出場 

“いいね、きもの。” “いいね、きもの。” “いいね、きもの。” 

「ゆかたを楽しむ月間」 
（7月18日～8月31日）をPR

夏 夏 夏 
ゆかた ゆかた ゆかた 

～丹後の　　 は ～丹後の　　 は ～丹後の　　 は 

できまり～ できまり～ できまり～ 

猪
・
鹿
肉
料
理
に
も
挑
戦

鹿
肉
料
理
に
も
挑
戦 

猪
・
鹿
肉
料
理
に
も
挑
戦

鹿
肉
料
理
に
も
挑
戦 

猪
・
鹿
肉
料
理
に
も
挑
戦 

先
人
の
足
跡
を
学
び
、 

　
　
丹
後
織
物
の
限
り
な
い
発
展
を
願
う 

先
人
の
足
跡
を
学
び
、 

　
　
丹
後
織
物
の
限
り
な
い
発
展
を
願
う 

「
あ
し
ぎ
ぬ
顕
彰
祭
」
を
開
催 

「
あ
し
ぎ
ぬ
顕
彰
祭
」
を
開
催 
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魅
　
　
　
力 

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ 

スタート直後の女子クルー 

湊小学校の児童が砂像を作製。海開きに花を添えました 

参考資料：内閣府食品安全委員会作成資料 
 　　　　ｉ－子育てネット（財団法人こども未来財団）　http：//www.i-kosodate.net/index.html 
             　子どもに安全をプレゼント－事故防止支援サイト－（国立保健医療科学院） 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　http：//www.niph.gp.jp/soshiki/shogai/jikoboshi/index.html

     

　
乳
幼
児
、
高
齢
者
の
か
た
な
ど

は
、
食
べ
物
に
よ
る
窒
息
が
起
き

や
す
い
た
め
、
そ
の
予
防
や
応
急

手
当
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
気
道
が
三
〜
六
分

間
閉
塞
さ
れ
る
と
、
死
亡
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

  

ナ
ッ
ツ
類
、
丸
い
あ
め
、
ブ
ド
ウ
、

プ
チ
ト
マ
ト
、
も
ち
、
ち
く
わ
、

た
く
あ
ん
、
こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
、

生
の
に
ん
じ
ん
、
棒
状
の
セ
ロ
リ
、

リ
ン
ゴ
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
肉
片
、

こ
ん
に
ゃ
く
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、

お
せ
ん
べ
い
な
ど 

       

○
食
べ
物
は
食
べ
や
す
い
大
き

さ
に
し
て
、
よ
く
噛
ん
で
食

べ
る
。 

 

○
食
事
の
際
は
、
な
る
べ
く
だ

れ
か
が
そ
ば
に
い
て
、
注
意

し
て
見
て
い
る
。 

    

○
誤
っ
て
気
管
支
に
入
り
や
す

い
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
な
ど
の
豆
類

は
、
三
歳
に
な
る
ま
で
食
べ

さ
せ
な
い
。 

 

○
あ
お
む
け
に
寝
た
状
態
や
、

歩
き
な
が
ら
、
遊
び
な
が
ら

食
べ
な
い
。 

 

○
食
べ
物
を
口
に
入
れ
た
ま
ま

の
会
話
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が

ら
の
食
事
は
さ
せ
な
い
。 

 

○
小
さ
な
食
べ
物
を
放
り
あ
げ

て
口
で
受
け
る
よ
う
な
食
べ

方
を
さ
せ
な
い
。 

 

○
年
長
の
子
ど
も
が
乳
幼
児
に

危
険
な
食
べ
物
を
与
え
る
こ

と
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
。 

 

○
え
ん
下
障
害
の
あ
る
お
子
さ

ん
は
、
食
べ
物
に
よ
る
窒
息

が
起
こ
り
や
す
い
た
め
、
十

分
な
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

　
○
口
の
中
の
乾
燥
、
歯
の
喪
失

な
ど
も
そ
し
ゃ
く
機
能
の
低

下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
お
茶

や
水
な
ど
で
、
口
の
中
を
十

分
に
湿
ら
せ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。 

　
○
歯
周
病
や
義
歯
の
調
整
を
す
る 

 

以
下
の
食
物
に
は
注
意
が
必
要

　
で
す 

 

○
加
熱
し
て
も
や
わ
ら
か
く
な

り
に
く
い
も
の
（
い
か
や
た

こ
、
き
の
こ
類
な
ど
） 

 

○
硬
い
も
の
（
ナ
ッ
ツ
類
な
ど
） 

 

○
厚
み
の
な
い
も
の
（
海
苔
や

レ
タ
ス
な
ど
） 

 

○
パ
サ
パ
サ
し
た
も
の
（
パ
ン
、

ふ
か
し
芋
な
ど
） 

 

○
繊
維
の
強
い
も
の
（
青
菜
類

な
ど
） 

   

    

　
一
一
九
番
通
報
を
だ
れ
か
に
頼

み
、
た
だ
ち
に
次
の
方
法
で
つ
ま

っ
た
も
の
の
除
去
を
試
み
ま
し
ょ

う
。 

  

乳
幼
児
の
場
合
は
、
口
の
中
に

指
を
入
れ
ず
に
、
乳
児
の
場
合
は

片
腕
に
う
つ
ぶ
せ
に
乗
せ
、
顔
を

支
え
る
。
少
し
大
き
な
お
子
さ
ん

の
場
合
は
、
立
て
膝
で
太
も
も
に

う
つ
ぶ
せ
に
乗
せ
て
、
お
子
さ
ん

の
み
ぞ
お
ち
を
圧
迫
す
る
よ
う
に

し
（
図
１
）
、
ど
ち
ら
も
頭
を
低

く
し
て
、
背
中
の
真
ん
中
を
平
手

で
四
、
五
回
叩
き
ま
す
。
な
お
、

腹
部
の
臓
器
を
傷
つ
け
な
い
よ
う

に
力
を
加
減
し
ま
す
。 

          

大
人
や
年
長
児
で
は
、
後
ろ
か

ら
両
腕
を
回
し
、
み
ぞ
お
ち
の
下

で
片
方
の
手
を
握
り
拳
に
し
て
、

腹
部
を
上
方
へ
圧
迫
し
ま
す
。（
図

２
）
こ
の
方
法
が
行
え
な
い
場
合

は
横
向
き
に
し
て
寝
か
せ
る
か
、

ま
た
は
座
っ
て
前
か
が
み
に
し
て

背
部
叩
打
法
を
試
み
ま
す
。 

      

　
乳
幼
児
は
「
は
い
は
い
」
や
「
つ

た
い
歩
き
」
を
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
手
に
触
れ
た
も
の
を
何
で
も

口
に
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

身
の
回
り
を
見
て
、
お
子
さ
ん

の
目
線
で
家
庭
の
中
を
点
検
し
て

く
だ
さ
い
。 

        

　
た
ば
こ
誤
飲
事
故
専
用
電
話 

　（
テ
ー
プ
方
式
、
情
報
料
無
料
） 

　
蕁
〇
七
二-

七
二
六-

九
九
二
二 

　（
三
六
五
日
・
二
四
時
間
対
応
） 

  

窒
息
は
予
防
で
き
ま
す
。
大
切

な
こ
と
は
事
故
の
予
防
で
す
。
悲

し
い
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、

家
族
全
員
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

食
べ
物
に
よ
る
窒
息
を 

防
ぐ
た
め
に
重
要
な
こ
と 

　
京
都
府
内
で
は
、
不
慮
の
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
る
か
た
の
う
ち
、
窒
息

が
原
因
で
亡
く
な
ら
れ
る
か
た
が
、二
五
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。特
に
、高

齢
者
の
か
た
が
多
く
、
六
十
五
歳
以
上
で
顕
著
で
あ
る
と
と
も
に
、
乳
幼

児（
〇
〜
九
歳
）で
は
、一
〜
四
歳
が
最
も
多
い
と
い
う
状
況
で
す
。 

１位　たばこ 
２位　医薬品 
３位　化粧品 
４位　洗　剤 
※そのほか 
　家庭用殺虫剤、
カー用品、靴ク
リーム、肥料、
防虫剤、クレヨ
ン、絵の具など 

た
ば
こ
誤
飲
事
故
時
の 

　
　
　
　
　
対
処
方
法
に
つ
い
て 

図１ 

図２ 

 

自
然
豊
か
な
久
美
浜
湾
を
駆
け
抜
け
る
「
第
五

回
京
丹
後
市
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
市
民
大
会
」（
京

丹
後
市
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
大
会
実
行
委
員
会
主

催
）
が
、
六
月
二
十
二
日
、
久
美
浜
湾
カ
ヌ
ー

レ
ー
シ
ン
グ
競
技
場
で
開
か
れ
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
大
会
に
は
、
市
内
各
地
か
ら
職
場
や
地
域
で
結

成
さ
れ
た
男
子
三
十
四
ク
ル
ー
、
女
子
十
六
ク

ル
ー
が
参
加
。
レ
ー
ス
は
男
子
・
女
子
と
も
に
三
〇
〇
㍍
の
直
線
コ

ー
ス
で
行
わ
れ
、
各
ク
ル
ー
と
も
に
、
太
鼓
の
音
と
「
ソ
ー
レ
・
ソ

ー
レ
」
の
大
き
な
掛
け
声
に
あ
わ
せ
豪
快
に
パ
ド
ル
を
漕
ぎ
、
一
丸

と
な
っ
て
、
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
空
模
様
に
よ
り
男
子
の
決
勝
は
五
〇
〇
㍍

の
予
定
を
三
〇
〇
㍍
に
短
縮
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
男
子
・
女
子
と
も
に
上
位
十
二
ク
ル
ー
が
、
八
月
三
日
に
開
催
の

「
千
日
会
観
光
祭
二
〇
〇
八
京
丹
後
市
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
選
手
権
大

会
│
メ
ロ
ン
カ
ッ
プ
│
」
へ
の
出
場
権
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。 

 

【女子300ｍ】 

①ゴッドマザーズ 

②ＫＡＩＧＯ☆Ｌ 

③久美小6年工藤組 

④ホライズン 

⑤ジャイアンファミリー 

⑥レディーバード 

 

（決勝タイム） 

2分12秒87 

2分13秒17 

2分14秒45 

2分18秒51 

2分19秒31 

2分19秒79

 

（決勝タイム） 

1分47秒15 

1分50秒74 

1分56秒64 

1分58秒32 

1分58秒58 

2分01秒00

（敬称略） 
 

【男子300ｍ】 

①SEIRYU 

②日進龍進会 

③虎兎會 

④エアービーズ 

⑤日進選抜 

⑥八州連合 

 

　善王寺保育所（大宮町善王寺・小幡恵子所長・69人）
の畑に、色とりどりの「かかし」がお目見えしました。 
　同保育所では、子どもが自分たちがつくった作物を自
分たちで食べる喜びや、作物を育てる喜びを体験できる
ようにとカボチャやスイカ、キュウリ、ナスなどを栽培
しています。 
　「かかし」は、栽培しているスイカがカラスに食べられ
るという被害を受けたことから、何とか被害を食い止め
ようとしたのがきっかけ。5歳児の20人全員が、一人一
体ずつかかしを手づくりしました。材料には、着れなく
なったTシャツや軍手、新聞紙などを利用し、顔には子
どもたちが思い思いの絵や飾り付けで装飾。それぞれ一
所懸命につくりました。 

　夏の到来を告げる「海開き」が7月1日に行われ、市
内の海水浴場が一斉にオープンしました。 
　同海開きは、今年の4月に6町の観光協会が合併して
発足した京丹後市観光協会が取り組む初めてのもので、
海風の吹く小天橋海水浴場（久美浜町湊宮）で開催され
ました。 
　午前10時から行われた式典では、府や市の関係者、地
元の代表のかたなど約80人が参列。蛭児（ひるこ）神社
の田中宮司による海を清める神事などで海水浴シーズン
の安全を祈願。続いて、海水浴場のオープンをテープカ
ットで祝福しました。 

こ
ん
に
ち
は
！
保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は
！
保
健
師
で
す 

こ
ん
に
ち
は
！
保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は
！
保
健
師
で
す 

こ
ん
に
ち
は
！
保
健
師
で
す 

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ 

あなたの健康 
応援します 

乳
幼
児
な
ど
で 

　
　
特
に
注
意
し
た
い
こ
と 

高
齢
者
な
ど
で
注
意
し
た
い
こ
と 

窒
息
の
原
因
と
な
っ
た
食
べ
物 

誤飲の多いもの 

背
部
叩
打
法 

ハ
イ
ム
リ
ッ
ト
法 

（
腹
部
突
き
上
げ
法
） 

川 
山 

海 「第５回京丹後市ドラゴンカヌー市民大会」 「第５回京丹後市ドラゴンカヌー市民大会」 「第５回京丹後市ドラゴンカヌー市民大会」 

善王寺保育所 

色とりどりのかかしがお目見え 色とりどりのかかしがお目見え 色とりどりのかかしがお目見え 海水浴の安全を祈り 
　　　　　市内各地で海開き 

夏本番！！ 
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海
岸
線
、
バ
ス
停
「
峰
山
」 

御
旅
市
場
の
利
用
者
へ
調
査 

朝
は
海
岸
線
、
間
人
線
、 

久
美
浜
線
が
満
車
状
態 

50

100

150

200

250

平均 ９月 ８月 ７月 ６月 ５月 ４月 ３月 ２月 １月 12月 11月 10月 

２年目
もさら

に増加
中 

２年目乗車人員 ２年目運賃収入 

１年目運賃収入 １年目乗車人員 
213.8 216.1 

163.9 

106.8 

95.8 
80.9 

74.6 71.0 

87.0 89.1 
91.5 

98.6 99.5 

136.7 

119.2 

126.8 

89.2 
83.2 77.0 

95.8 98.4 96.3 
104.0 

108.8 

148.8 

122.9 
127.5 

150.7 
157.1 154.3 

170.7 
177.1 

231.6 

210.3 

190.5 

年平均163.9 

年平均95.3 

184.3 

154.2 

187.6
191.1 

206.3 
200.0 

159.5 

実証前到達度を100（％）としたグラフで見る１年目・２年目の推移 

（海岸線、間人線、間人循環線、弥栄病院線） 

上記グラフとは別に、昨年10月からの新規「上限200円バス」
適用路線（久美浜線、延利線、峰山線、与謝の海病院線）に
ついても、運行開始以降の9か月間で実証前の同期間と比較
すると、乗車人員は33.5％増（20,313人増）、運賃収入は13.3
％増（1,870千円増）と順調な運行となっています。 

「上限200円バス」の拡充が全会一致で 
　　　　　　　　　　　　　承認されました 

家計と地球にやさしいエコ乗車 
　（網野駅バスターミナル停留所） 

絵本には、上記の「丹後古代ロ 
マン街道号」の運行に似た風景 
描写が満載 

山林コースでも徐行運転（乗原から丹後松島を眺望） 

自
然
に
ふ
れ
あ
う
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で 

楽
し
さ
倍
増 

（
経
ヶ
岬
で
下
車
し
て
遊
歩
道
を
散
策
） 

日本海の絶景で徐行運転（筆石から屏風岩を眺望） 

　 

   

　
「
上
限
二
百
円
バ
ス
」
の
海
岸

線
（
峰
山
駅
前
〜
網
野
駅
前
〜
間

人
〜
経
ヶ
岬
間
）
で
は
、
三
月
十

五
日
か
ら
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
に

観
光
路
線
バ
ス
『
丹
後
古
代
ロ
マ

ン
街
道
号
』
を
運
行
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
バ
ス
は
日
本
海
の
絶
景
・

景
勝
地
を
通
り
か
か
る
と
き
、
徐

行
運
転
を
行
い
、
観
光
客
や
市
民

の
み
な
さ
ん
に
、
ゆ
っ
く
り
と
丹

後
の
す
ば
ら
し
い
自
然
美
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。 

　
バ
ス
に
乗
っ
た
大
阪
府
の
男
性

は
、
「
一
時
間
以
上
乗
車
し
て
、

運
賃
が
二
百
円
は
す
ご
く
安
い
。

日
本
海
の
景
色
も
迫
力
が
あ
っ
て

楽
し
め
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
「
上

限
二
百
円
バ
ス
」
に
乗
っ
て
、
多

く
の
か
た
に
丹
後
の
魅
力
を
発
信

し
て
く
だ
さ
い
。 

　 

  

　
昨
今
の
燃
料
費
の
高
騰
で
マ

イ
カ
ー
の
運
行
経
費
が
膨
ら
ん

で
い
ま
す
が
、
「
上
限
二
百
円
バ

ス
」
は
家
計
に
や
さ
し
い
乗
り

物
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
上
記
の
海
岸
線
で
は
、

路
線
の
全
長
が
三
七
・
六
㌔
メ

ー
ト
ル
あ
り
、
乗
車
時
間
も
一

時
間
二
十
分
を
超
え
な
が
ら
、

運
賃
は
わ
ず
か
二
百
円
（
小
学

生
は
百
円
、
六
歳
未
満
は
保
護

者
同
伴
で
無
料
）
で
す
。
こ
こ
で
、

峰
山
駅
前
か
ら
経
ヶ
岬
ま
で
「
上

限
二
百
円
バ
ス
」
に
乗
っ
た
場

合
は
、
大
人
二
人
、
小
学
生
一
人
、

保
育
園
児
一
人
が
乗
っ
た
合
計

片
道
運
賃
は
五
百
円
で
、
往
復

運
賃
で
は
千
円
と
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
「
上
限
二
百
円

バ
ス
」
は
経
済
的
な
乗
り
物
で

あ
り
、
楽
し
い
乗
車
時
間
は
家

族
の
貴
重
な
思
い
出
づ
く
り
に

役
立
ち
ま
す
。 

　
ま
た
、
バ
ス
で
出
掛
け
る
こ

と
で
、
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
二
酸

化
炭
素
の
排
出
が
抑
え
ら
れ
、

地
球
の
温
暖
化
防
止
・
環
境
保

全
に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

            

　
阪
急
阪
神
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、

当
市
と
の
協
働
運
行
に
よ
る
「
上

限
二
百
円
バ
ス
」
と
そ
の
成
果

が
評
価
さ
れ
、
丹
後
海
陸
交
通

㈱
が
グ
ル
ー
プ
ア
ワ
ー
ド
の
優

秀
賞
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
副
賞
を
、
地
域
交
通
な
ど
の

向
上
の
た
め
市
へ
寄
附
を
い
た

だ
き
、
市
で
は
、
バ
ス
絵
本
『
う

み
へ
い
く
ピ
ン
・
ポ
ン
・
バ
ス
』

を
購
入
し
、
市
内
の
保
育
所
・

幼
稚
園
に
配
布
し
ま
し
た
。 

　
今
年
の
十
月
で
三
年
目
の
取
り
組
み

を
迎
え
る
、
丹
後
海
陸
交
通
㈱
と
市
の

協
働
運
行
「
上
限
二
百
円
バ
ス
」
に
つ

い
て
、
一
層
の
利
便
性
の
向
上
に
む
け
て
、

七
月
七
日
、
第
五
回
京
丹
後
市
地
域
公

共
交
通
会
議
（
会
長
・
中
山
京
丹
後
市
長
）

を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
同
会
議
で
は
、
好
調
な
実
証
結
果
（
運

賃
収
入
が
「
上
限
二
百
円
バ
ス
」
を
実

施
す
る
前
よ
り
も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
）

を
踏
ま
え
、
新
た
な
地
域
で
の
「
上
限

二
百
円
バ
ス
」
の
実
証
運
行
を
拡
充
し
、

交
通
不
便
地
域
を
解
消
し
て
い
く
こ
と

が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

主
な
実
証
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

① 

弥
栄
病
院
線
の
経
路
変
更 

② 

延
利
（
の
ぶ
と
し
）
線
の
経
路
変
更
・

　 

延
伸 

③ 

市
営
バ
ス
二
区
環
状
線
の
延
伸 

※
詳
し
く
は
、
九
月
発
行
の
時
刻
表
な

　
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
市
と
龍
谷
大
学
経
済
学
部
（
辻
田
素
子
准
教
授
ゼ

ミ
）
の
学
生
の
み
な
さ
ん
と
合
同
で
「
上
限
二
百
円

バ
ス
」
の
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
ま
し
た
。 

　
主
な
調
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

・
は
じ
め
て
、
バ
ス
に
乗
っ
た
。
安
く
て
よ
か
っ
た

　
（
七
十
代
女
性
、
丹
後
町
在
住
） 

・
よ
く
利
用
し
て
い
る
、
回
数
が
増
え
た
（
七
十
代

　
女
性
、
網
野
町
在
住
） 

・
友
達
と
出
か
け
る
の
に
便
利
（
女
子
高
校
生
、
丹

　
後
町
在
住
） 

・
豊
岡
方
面
へ
の
バ
ス
が
欲
し
い
（
女
子
高
校
生
、

　
久
美
浜
町
在
住
） 

・
御
旅
市
場
に
来
た
。
楽
し
か
っ
た
（
六
十
代
女
性
、

　
峰
山
町
在
住
） 

・
乗
り
た
い
け
ど
バ
ス
（
車
内
）
が
一
杯
で
乗
れ
な

　
い
（
女
子
高
校
生
、
弥
栄
町
） 

・
通
院
に
利
用
し
て
い
る
。
ず
っ
と
（
運
行
が
）
続

　
い
て
欲
し
い
。
（
七
十
代
女
性
、
網
野
町
在
住
） 

乗車人員は平成18年10月の実証運行開始から、前年同月比で21か月連続増加中 

保
育
所
・
幼
稚
園
に 

　
　
バ
ス
絵
本
を
配
布 

家
計
に
も
環
境
に
も
や
さ
し
い 

 

「
上
限
二
百
円
バ
ス
」で 

　
　
　
エ
コ
乗
車
し
よ
う 

日
本
海
の
絶
景
が 

　
　
　 

迫
力
満
点 

「
上
限
二
百
円
バ
ス
」
利
用
者
へ
の
調
査 

ますます好調な上限200円バス ますます好調な上限200円バス 
～３年目の実証運行 
　　　も始まります～ 
～３年目の実証運行 
　　　も始まります～ 

日
本
海
の
絶
景
が 

　
　
　 

迫
力
満
点 

家
計
に
も
環
境
に
も
や
さ
し
い 

 

「
上
限
二
百
円
バ
ス
」で 

　
　
　
エ
コ
乗
車
し
よ
う 

保
育
所
・
幼
稚
園
に 

　
　
バ
ス
絵
本
を
配
布 

～絶景・景勝地では、土曜・日曜・祝日に徐行運転しています～ ～絶景・景勝地では、土曜・日曜・祝日に徐行運転しています～ 

「
上
限
二
百
円
バ
ス
」
利
用
者
へ
の
調
査 



平成20年8月 平成20年8月 

環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト 

環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト 

25 24

0 10 20 30 40 50 60 70 80％ 

海や川などの水辺の 
環境に恵まれている 

里山や農地などの緑地 
環境に恵まれている 

美しい景観資源に 
恵まれている 

多くの生き物に 
恵まれている 

多くの観光客が訪れる 

歴史的・文化的資源に 
恵まれている 

自然体験のできる環境に 
恵まれている 

まちがきれいで、 
快適である 

農産物や魚介類など、地元 
でとれる食べ物がおいしい 

近所づきあいのよさ 

そのほか 

不明 

18歳以上の男女 

中学生・高校生 

小学生 

55.7％ 
58.6％ 

30.6％ 

32.0％ 
43.3％ 
44.4％ 

32.2％ 
19.6％ 
19.9％ 

4.7％ 
11.8％ 

23.3％ 

3.9％ 
8.7％ 
8.8％ 

15.2％ 
12.3％ 

21.4％ 

16.2％ 
13.2％ 

33.5％ 

1.6％ 
10.2％ 

4.2％ 

75.1％ 
37.0％ 

33.4％ 

12.8％ 
17.5％ 

24.6％ 

1.2％ 
1.7％ 
1.0％ 

4.3％ 
6.2％ 
4.9％ 

0 5 10 15 20 25 30％ 

農地・里山 

豊かな自然 

自然との共生・ふれあい 

公害防止 

廃棄物対策 

景観・歴史・ 
文化・アメニティ 

交通・道路 

地球環境保全 

農林水産業の振興 

産業振興・雇用確保 

観光の振興 

教育・子育て環境 

社会基盤・生活基盤 

そのほか 

社会経済振興と 
環境保全の両立 

6.8％ 
0.9％ 

26.6％ 
28.9％ 

7.3％ 
3.5％ 

7.7％ 
8.1％ 

11.0％ 
20.1％ 

18.7％ 
25.0％ 

8.8％ 
4.4％ 

2.4％ 
2.5％ 

11.4％ 
0.3％ 

11.6％ 
3.6％ 

8.6％ 
3.1％ 

6.6％ 
1.5％ 

13.2％ 
10.6％ 

5.1％ 
5.5％ 

2.2％ 
9.6％ 

不満 不明 やや不満 

満足 まあ満足 どちらともいえない 

重要でない 不明 さほど重要ではない 

非常に重要 重要 どちらともいえない 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100%0 10 20 30 40 50 60 70 80 90100%

18歳以上の男女 

中学生・高校生 

 今回のアンケート調査では、たいへん多くのかたにご協力いただきありがとうございました。このほかのアン
ケート結果および現況調査などについては、詳細を市のホームページ（http://www.city.kyotango.kyoto.jp）に掲載
していますので、ご覧ください。 

市　　　民：18歳以上の男女 
　　　　　　3,000人を無作為に抽出 
児童・生徒：市内小学校５年生、中学校２ 
　　　　　　年生、高等学校２年生 
　　　　　　　　　　　　（Ｈ20.2月現在） 
保　護　者：対象児童・生徒の全保護者 
教　　　員：市内小学校・中学校・高等学 
　　　　　　校の全教員 
事　業　所：市内の200事業所を無作為に 
　　　　　　抽出 
※このほか、市内の農業者・林業者・漁業者 
　および市内施設への宿泊者などの観光客を 
　対象にアンケートを実施しました。 

調査対象 

不法投棄やポイ捨て 
防止などの環境美化 

飲料水や農地用水路など 
を確保するための対策 

安心・安全な食料 
確保のための対策 

海や河川などの 
水辺環境の保全 

ごみ収集体制の充実 

分別収集による 
リサイクルの推進 

下水道などの整備 
による生活排水対策 

森林、里山などの 
緑の保全 

工場からの排水に 
よる水質汚濁対策 

海浜漂着回収、河川清掃など 
の水辺環境保全活動の実施 

26.0% 40.5% 16.1% 16.3%

17.5% 51.1% 16.1% 13.9%

24.8% 44.6% 15.4% 13.7%

20.4% 50.6% 14.0% 12.8%

17.4% 54.2% 15.4% 12.3%

20.8% 51.5% 12.7% 13.7%

25.8% 47.8% 13.0% 12.5%

32.5% 42.7% 10.3% 13.1%

29.2% 46.8% 10.1% 13.0%

31.8% 48.0% 11.9%7.8%

0.3% 0.1%

0.4% 0.4%

1.1% 0.3%

0.7% 0.2%

0.7% 0.7%

0.4% 0.3%

1.6% 0.5%

1.1% 0.4%

1.3% 0.1%

0.7% 0.5%

ごみ収集体制 

分別収集による 
リサイクル対策 

飲料水や農地用水など 
を確保するための対策 

空き缶拾い、花植な 
どの美化活動の実施 

安心安全な食糧確保 
のための対策 

森林、里山などの 
緑の保全 

下水道などの整備に 
よる生活排水対策 

田や畑の緑の保全 

公共交通機関の整備 

海や河川などの 
水辺環境の保全 

2.6%

1.4%

20.4% 31.7% 26.4% 10.1% 10.0%

22.8% 28.2% 22.3% 11.7% 12.4%

2.4%

23.6% 34.2% 20.5% 7.9% 11.4%

3.4%

23.3% 30.8% 18.0% 13.8% 10.6%

2.3%

26.2% 33.2% 17.9% 7.9% 12.5%

2.8%

27.4% 36.0% 17.3%

4.7%

11.8%

2.3%

29.8% 39.1% 17.2% 8.6%

3.1%

3.3%

34.4% 29.1% 16.7%

5.8%

10.7%

6.3%

41.7% 25.8% 12.5% 9.3%

4.3%

7.3% 47.7% 18.9% 12.8% 9.3%

4.0%

　
市
で
は
、
現
在
、
豊
か
な
自
然

環
境
を
守
り
育
む
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
安
ら
か
な
生
活
環
境
を

創
出
す
る
た
め
の
施
策
方
針
を
示

す
こ
と
を
目
的
に
「
京
丹
後
市
環

境
基
本
計
画
」
の
策
定
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
基
本
計
画
の
平
成
二
十
年

度
中
の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
本
市

の
環
境
の
現
状
把
握
を
行
う
と
と

も
に
、
地
域
環
境
に
お
け
る
課
題

の
抽
出
・
検
討
を
行
う
た
め
、
地

域
環
境
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
地
域
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
び
、
こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
な
ど
の
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
ご

報
告
し
ま
す
。 

            

丹
後
市
の
魅
力
に
つ
い
て

の
質
問
（
複
数
回
答
）
で

は
、
十
八
歳
以
上
の
か
た
の
七
五

％
以
上
が
「
農
産
物
や
魚
介
類
な

ど
、
地
元
で
と
れ
る
食
べ
物
が
お

い
し
い
」
を
選
ん
で
い
る
の
に
対

し
、
小
学
生
で
は
「
森
や
田
畑
な

ど
、
緑
に
囲
ま
れ
て
い
る
」
が
、

中
高
生
で
は
「
海
や
川
な
ど
の
水

辺
の
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
」
が

そ
れ
ぞ
れ
一
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
京
丹
後
市
の
将
来
の
環

境
が
ど
の
よ
う
に
な
れ
ば
よ
い
か

（
将
来
の
環
境
像
）
に
つ
い
て
の

質
問
で
は
、
十
八
歳
以
上
の
か
た

の
最
も
多
く
が
「
豊
か
な
自
然
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
に
対
し
、

小
学
生
で
は
「
空
気
や
水
の
き
れ

い
な
ま
ち
」、「
ご
み
が
少
な
く
て

き
れ
い
な
ま
ち
」
と
い
っ
た
意
見

が
多
く
、
中
高
生
で
は
十
八
歳
以

上
の
か
た
と
同
様
に
「
豊
か
な
自

然
」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
意

見
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
中
高

生
特
有
の
意
見
と
し
て
は
、
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
側
に
立
っ
た
意
見

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
ほ
か
、
現
状
に
対
す
る
満

足
度
で
は
「
ご
み
収
集
体
制
の
充

実
」
や
「
分
別
収
集
に
よ
る
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
」
が
、
ま
た
、
重

要
度
に
お
い
て
は
「
不
法
投
棄
や

ポ
イ
捨
て
防
止
な
ど
の
環
境
美
化
」

や
「
飲
料
水
や
農
地
用
水
等
を
確

保
す
る
た
め
の
対
策
」
が
上
位
を

占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

                    

 

記述式の設問であるため、 
回答の中のキーワードに 
着目して分類しています 

京丹後市の環境に関する 
アンケート結果報告書 
京丹後市の環境に関する 
アンケート結果報告書 
京丹後市の環境に関する 
アンケート結果報告書 

京丹後市の魅力は何ですか 

京丹後市の将来の環境は 
どのようになれば良いと思いますか 

京丹後市の現状に対する重要度は 
(市民アンケート上位10項目)

京丹後市の現状に対する満足度は 
(市民アンケート上位10項目)
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市のホームページでもご紹介します 

開園10周年開園10周年開園10周年

場　　所　ハーベストホール前 
　　　　　フルーツフラワーガーデン内 
大 き さ　8m×4.5m×1面 
　　　　　4m×4.5m×1面 
深　　さ　20～55cm内で調整 
利用年齢　小学校低学年くらいまで 
利用料金　無料 
　　　　　※簡易更衣室もあります。 

　団員向け会報誌でご紹介するほか、京丹後ふるさ
と応援団のホームページおよび携帯サイトに随時掲
載します。 

　「京丹後ふるさと応援団協賛店登録申込書」に必
要事項をご記入のうえ、京丹後ふるさと応援団事務
局へご提出ください。 
 応募は随時受け付けています。 

　
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
で
は
、「
交
流

人
口
の
増
加
と
定
住
の
促
進
」
と
い
う
取

り
組
み
の
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

協
力
い
た
だ
け
る
市
内
の
事
業
者
の
か
た

を
「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
協
賛
店
」

と
し
て
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
団
員
に

対
し
代
金
の
割
引
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
進
呈

と
い
っ
た
特
典
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。 

 

現
在
、
宿
泊
施
設
や
温
泉
、
飲
食
店
な

ど
二
十
二
の
事
業
所
に
協
賛
店
と
し
て
ご

登
録
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
協
賛
店
が

多
い
ほ
ど
団
員
の
か
た
の
選
択
肢
も
増
え
、

京
丹
後
市
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
契
機
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
市
内
事
業
者
の
み
な

さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
協
賛
店

へ
の
登
録
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。 

詳しくは、京丹後ふるさと応援団事
務局（総合戦略課内・蕁 69-0070）
へお問い合わせください。 

応募要件 応募要件 応募要件 

京丹後市内で営業されている事業所 
（宿泊施設、温泉施設、飲食店、土産店、体験施設など） 

協賛いただく内容 協賛いただく内容 協賛いただく内容 

　京丹後ふるさと応援団の団員のかたが、団員証を
提示された場合の、代金の割引やプレゼントの進呈
などの特典のご提供 

協賛店の周知方法 協賛店の周知方法 協賛店の周知方法 

応募方法 応募方法 応募方法 

主催：丹後・中丹人権啓発活動ネットワーク
　　　協議会 
 　　京丹後市 
 　　京丹後市教育委員会 
協力：京丹後市人権啓発推進協議会 

開催 
日時 
開催 
日時  ９月13日(土)  13：00～17：20
場所 場所 京都府丹後文化会館・峰山地域公民館（峰山町杉谷） 

第１部　13：00～ 
　　　　丸山和也弁護士講演会 
　　　　「法こそ我々の味方～行列のできる弁護士が語る～」 

第２部　15：00～ 
 映画上映 
「河童のクゥと夏休み」（日本語字幕スーパーつき） 

　多くのみなさんに、気軽で親しみやすい雰囲気
の中で、さまざまな人権問題について考えていた
だく機会として開催します。 
　「行列のできる弁護士」丸山和也さんの楽しく
ためになるトークと、感動のアニメ映画をご家族
そろってお楽しみください。 

※講演会要約筆記、手話通訳があります 

※無料保育コーナー、 
　人権相談コーナーを設置します 

　各地で行われる同窓会などで、京丹後ふるさと応援団の取り組みをご紹介いただいたとのご報告をいた
だく機会が増えています。同窓会などを企画されているかたや参加を予定されているかたは、ぜひ応援団
の取り組みをご紹介ください。（事前に必要数をお知らせいただければ、パンフレットをご用意します） 

同窓会・同級会でふるさとの応援を 同窓会・同級会でふるさとの応援を 同窓会・同級会でふるさとの応援を 

◎場　所　京都府丹後文化会館 
◎公演日　10月21日（火） 
◎時　間　19：00開演（18：30開場） 
◎入場料　一律　前売・当日6,300円 
　　　　　（全席指定） 
※前売券は各プレイガイドで８月18日（月）から発売予定 
◎主　催　京丹後市・（財）京都府丹後文化事業団 
◎企画・制作　ケイダッシュステージ 
◎制作協力　トライセクト 
◎協　力　バンブートゥリー/オフセンター 

◎場　所　京都府丹後文化会館 
◎公演日　10月21日（火） 
◎時　間　19：00開演（18：30開場） 
◎入場料　一律　前売・当日6,300円 
　　　　　（全席指定） 
※前売券は各プレイガイドで８月18日（月）から発売予定 
◎主　催　京丹後市・（財）京都府丹後文化事業団 
◎企画・制作　ケイダッシュステージ 
◎制作協力　トライセクト 
◎協　力　バンブートゥリー/オフセンター 

９月14日（日） 10月21日（火） 

場　　所　入園ゲート横斜面 
全　　長　約48ｍ（滑走部32ｍ） 
全　　幅　約15ｍ 
最大斜度　約20度 
利用年齢　4歳以上 
　　　　　（3歳以下のお子さんは、保護者同伴） 
利用料金　20分300円 

※雨などにより滑走面が濡れている場合は、 
　ご利用いただけない場合があります。 

　
今
春
開
園
十
周
年
を
迎
え
た
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
で
は
、

公
園
テ
ー
マ
を
「
は
な
・
ふ
れ
あ
い
・
あ
じ
わ
い
」
と
す
る

と
と
も
に
、
芝
す
べ
り
ゲ
レ
ン
デ
や
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
プ
ー
ル

を
新
設
し
魅
力
を
ア
ッ
プ
。
七
月
十
九
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
新
設
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
来
園
く
だ
さ
い
。 

プラスチックの専用芝でできたゲレンデをそ 
りで滑走。迫力満点です。 

お問い合わせ先　京都府農業公園丹後あじわいの郷 
　　　　　　　　（蕁65-4193） 
ホームページアドレス  http://www.ajiwainosato.com

※３歳以下のお子さんは無料 
※団体は15人以上 

（中学生以上） （４歳以上・小学生） 
大人400円　子ども160円 団　体 

大人500円　子ども200円 一　般 入 

園 

料 

開園時間  

8月　9：30～18：00

9～11月 ・ 3～7月 
　　　9：30～17：00
12～2月 
　　　9：30～16：00

「ゆーらぴあパスポート」をご提示いただくと、
入園料が平日は無料、土・日・祝日は20％引
きです。詳しくは、丹後あじわいの郷へお問
い合わせください。 

◎場　所　京都府丹後文化会館 
◎公演日時　 ９月14日（日）　 
　　　　　　１回目12：30開演　２回目15：00開演 
◎出演者　桜塚やっくん　ほか６・７組 
◎入場料　前売 3,200円（当日3,500円）　　　　　　
　　　　　（全席指定） 
※前売券は各プレイガイドで８月１日（金）から発売予定 
◎主　催　（財）京都府丹後文化事業団 

京都府丹後文化会館イベント情報 京都府丹後文化会館イベント情報 お問い合わせ  蕁 62-5200

京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
通
信
② 

協
賛
店
登
録
で 

　
　
集
客
ア
ッ
プ 

京丹後ふるさと応援団協賛店　随時募集中 

人権市民のつどい2008人権市民のつどい2008人権市民のつどい2008

世界人権宣言採択60周年記念 世界人権宣言採択60周年記念 爆笑！お笑いバトル2008 in丹後 秋川雅史コンサートツアー ～一期一会～ 

丹
後
丹
後 

丹
後
丹
後 

丹
後 

あ
じ
わ
い
の
郷

あ
じ
わ
い
の
郷 

あ
じ
わ
い
の
郷

あ
じ
わ
い
の
郷 

あ
じ
わ
い
の
郷

あ
じ
わ
い
の
郷 

あ
じ
わ
い
の
郷 

新
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
続
々
登
場

新
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
続
々
登
場 

新
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
続
々
登
場 

芝すべりゲレンデ 芝すべりゲレンデ 芝すべりゲレンデ 

じゃぶ　プール 2じゃぶ　プール 2じゃぶ　プール 2
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ご
意
見
箱 

ご
意
見
箱 

           

市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
副
市
長
室
」
、

「
教
育
長
室
」
は
、
開
い
て
も
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
が
掲
載
し
て
あ
る
だ
け
で
す
が
、
も
っ

と
コ
ン
テ
ン
ツ
（
中
身
）
を
増
や
し
、
せ
っ

か
く
二
人
に
し
た
副
市
長
が
、
ま
た
教
育

長
が
、
ど
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ
て
い
る

の
か
公
開
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
無
記
名
】 

    

　
市
で
は
、
合
併
直
後
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
立
ち
上
げ
、
広
く
京
丹
後
市
の
魅
力

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
開
か
れ
た
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
運
営
し
て
い
ま
す
。 

 

平
成
十
七
年
七
月
か
ら
は
、
市
長
交
際

費
（
市
長
が
市
を
代
表
し
て
外
部
の
個
人

ま
た
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
、

慶
祝
や
弔
意
な
ど
）
の
情
報
公
開
を
行
い
、

交
際
費
の
透
明
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
政
に
対
す
る
一
層

の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
掲
載
し
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
市
役
所

の
状
況
や
今
後
の
業
務
の
方
向
を
よ
り
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
市
役
所
へ
の
親

し
み
や
市
政
・
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
を

し
や
す
い
環
境
整
備
を
図
り
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
の
協
働
と
共
創
の
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
、
平
成
十
八
年
十

一
月
か
ら
「
市
長
室
」
に
新
た
に
市
長
の

予
定
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
十
二
月
か

ら
は
、
各
部
局
や
職
員
が
ど
の
よ
う
な
業

務
を
行
っ
て
い
る
か
の
業
務
状
況
を
、
業

務
予
定
表
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

併
せ
て
、
「
市
民
本
位
の
部
局
行
政
」
を

展
開
す
る
一
助
と
し
て
、
各
部
局
長
の
顔

が
み
え
る
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
新
た
に
「
部

局
長
の
部
屋
」
を
開
設
し
、
各
部
局
の
重

点
業
務
や
課
題
・
話
題
な
ど
に
つ
い
て
部

局
長
の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
、
「
副
市
長
室
」、「
教
育
長

室
」
に
つ
い
て
は
、
ご
意
見
に
あ
り
ま
す

よ
う
に
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
み
の
掲
載
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
京
丹
後
市
で
は
こ
れ
ま
で
に
い

た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
ご
意
見
を
も
と
に
、

平
成
二
十
年
四
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
今
後
必
要
に
応

じ
て
、「
副
市
長
室
」、「
教
育
長
室
」
の
充
実

に
つ
き
ま
し
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
市
内
外
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
ご
利
用
い
た
だ
き
や
す
い
も

の
と
す
る
た
め
、
改
善
を
重
ね
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　 

【
秘
書
広
報
広
聴
課
】 

            

　 　 　
私
は
、
京
後
丹
後
市
消
防
団
員
で
す
が
、

消
防
団
員
名
簿
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
す
。 

　
二
年
に
一
度
、
部
の
名
簿
が
部
長
か
ら

配
布
さ
れ
る
の
で
す
が
、
各
団
員
の
役
職
・

氏
名
・
自
宅
の
電
話
番
号
・
勤
務
先
・
勤

務
先
の
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
入
団
日
・

血
液
型
の
詳
細
な
名
簿
が
渡
さ
れ
ま
す
。

こ
の
名
簿
の
中
で
、
私
は
、
生
年
月
日
は

公
表
し
た
く
な
い
の
で
、
一
昨
年
に
名
簿

を
い
た
だ
い
た
と
き
、
公
表
し
な
い
で
く

だ
さ
い
と
言
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
に
な

っ
て
、
新
し
い
名
簿
を
い
た
だ
く
と
、
ま

た
生
年
月
日
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
再
度
、

部
長
に
生
年
月
日
は
非
公
開
に
し
て
ほ
し

い
の
で
、
嘆
願
す
る
つ
も
り
で
す
。
近
所

づ
き
あ
い
も
あ
り
ま
す
し
、
あ
ま
り
も
め

た
く
な
い
の
で
す
が
、
普
通
に
言
っ
て
も

聞
き
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
の
で
、
京
丹

後
市
の
条
例
の
解
釈
を
ご
回
答
く
だ
さ
い
。 

 

問
一
　
京
丹
後
市
個
人
情
報
保
護
条
例

の
第
十
二
条
に
、「
実
施
機
関
の
職
員
若
し

く
は
職
員
で
あ
っ
た
者
は
、
そ
の
職
務
に

関
し
て
知
り
得
た
個
人
情
報
を
み
だ
り
に

他
人
に
知
ら
せ
、
又
は
不
当
な
目
的
に
使

用
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
「
職
員
」
に
消
防
団
部
長
は
該
当
し

ま
す
か
。 

 

問
二
　
個
人
情
報
保
護
条
例
の
第
十
二

条
の
「
他
人
」
と
は
、
私
以
外
の
団
員
（
団

員
家
族
）
に
該
当
し
ま
す
か
。
具
体
的
に

い
う
と
、
私
は
個
人
情
報
を
部
長
に
教
え

た
け
れ
ど
も
、
ほ
か
の
団
員
（
ほ
か
の
団

員
の
家
族
）
に
は
公
表
す
る
つ
も
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。
名
簿
の
配
布
時
に
、
封
筒
に

も
入
れ
ず
に
、
名
簿
が
ポ
ス
ト
に
入
っ
て

い
た
の
で
、
ほ
か
の
団
員
へ
の
配
布
も
同

様
に
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
ほ
か
の

団
員
の
家
族
に
個
人
情
報
が
見
ら
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。 

　
問
三
　
問
一
、
問
二
で
該
当
す
る
場
合
に
、

個
人
情
報
保
護
条
例
の
第
五
十
八
条
の
罰

則
（
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下

の
罰
金
）
に
は
該
当
し
ま
す
か
。 

 

問
四
　
問
三
で
該
当
す
る
場
合
、
刑
事

訴
訟
に
な
り
ま
す
か
。
民
事
訴
訟
に
な
り

ま
す
か
。 

 

問
五
　
団
員
名
簿
に
生
年
月
日
の
公
開

の
必
要
性
が
あ
り
ま
す
か
。 

 

以
上
の
質
問
に
ご
回
答
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

生
年
月
日
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
情
報

漏
え
い
で
本
当
に
い
や
な
思
い
を
し
て
い

ま
す
。
ど
こ
か
ら
漏
れ
た
の
か
わ
か
ら
な

い
で
す
が
、
誕
生
日
に
な
る
と
、
覚
え
の

な
い
人
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。

家
に
は
昼
間
、
祖
母
ひ
と
り
な
の
で
、
電

話
に
出
て
、
祖
母
が
勝
手
に
変
な
契
約
を

し
な
い
か
、
誕
生
日
の
日
は
本
当
に
仕
事

が
手
に
つ
き
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
や
キ
ー
ワ
ー
ド
に
生

年
月
日
を
使
う
こ
と
は
さ
す
が
に
な
い
の

で
す
が
、
公
文
書
（
免
許
書
、
市
役
所
の

書
類
な
ど
）
で
は
、
ま
だ
ま
だ
生
年
月
日

を
知
っ
て
い
れ
ば
、
情
報
を
入
手
す
る
こ

と
が
可
能
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
、

生
年
月
日
な
ど
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
、

免
許
書
が
偽
造
さ
れ
る
事
件
な
ど
も
あ
り

ま
す
し
、
い
く
ら
近
所
の
人
と
い
っ
て
も
、

極
力
、
生
年
月
日
の
公
開
は
し
た
く
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
内
・
男
性
】 

   

　 

        

　 

 

　
生
年
月
日
の
掲
載
の
件
で
、
不
快
な
思

い
を
さ
れ
た
こ
と
と
お
察
し
い
た
し
ま
す
。 

 

消
防
団
に
つ
き
ま
し
て
は
、
入
団
時
に

申
込
書
に
生
年
月
日
を
ご
記
入
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
当
然
個
人
情
報
で
す
。
京
丹

後
市
個
人
情
報
保
護
条
例
で
は
「
知
り
得

た
個
人
情
報
を
み
だ
り
に
他
人
に
知
ら
せ
、

ま
た
は
不
当
な
目
的
に
使
用
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
そ
の
取
り
扱
い
を
定
め
て
い
ま
す
。

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
に
は
、
申
し
出

を
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
掲
載
し
て
配
ら
れ

た
と
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
体
制
の
中
で
、

引
き
継
ぎ
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
以
下
、
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。 

 

問
一
　
京
丹
後
市
個
人
情
報
保
護
条
例

で
は
、
実
施
機
関
と
は
、
「
市
長
、
教
育

委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
、

監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
、
消
防
長
及
び
議
会
を
い
う
。
」

と
規
定
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
は
、
こ
の

実
施
機
関
に
は
含
ま
れ
な
い
と
解
さ
れ
る

た
め
、
お
尋
ね
の
消
防
団
部
長
は
、「
実
施

機
関
の
職
員
」
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。 

 

問
二
　
「
他
人
」
と
は
本
人
以
外
を
指

す
た
め
、
ご
指
摘
の
と
お
り
で
す
。 

 

問
三
と
問
四
は
、
「
職
員
」
で
な
い
こ
と

か
ら
こ
の
条
例
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。 

 

問
五
　
生
年
月
日
に
つ
い
て
は
、
団
員

と
し
て
毎
年
の
共
済
保
険
へ
の
加
入
や
退

団
時
の
報
奨
金
な
ど
、
消
防
団
の
事
務
を

行
う
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
ご
記

入
い
た
だ
き
ご
提
出
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

部
で
配
布
さ
れ
る
消
防
団
員
名
簿
に
つ
い

て
は
、
消
防
団
全
体
の
様
式
が
あ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
各
部
で
作
成
さ
れ
、

団
員
間
に
配
布
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

部
に
よ
る
事
情
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

必
ず
し
も
生
年
月
日
が
必
要
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
年
齢
が
必
要
な
ら
年
齢
を
掲

載
す
る
こ
と
で
十
分
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

生
年
月
日
が
外
に
出
回
り
、
お
困
り
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
入
団
時
に
申
込
書
に
記

載
さ
れ
た
内
容
が
外
部
に
出
る
こ
と
は
断

じ
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
名
簿
は
い
ろ
い
ろ

な
機
会
で
作
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

だ
れ
も
が
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
消
防
団
で
作
成
す
る

名
簿
に
つ
き
ま
し
て
も
、
そ
の
取
り
扱
い

と
掲
載
内
容
に
は
十
分
注
意
す
る
こ
と
を

今
後
も
徹
底
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
総
務
課
】 

 

　ご意見箱へお寄せいただくご

意見には、お名前などの個人が

特定できる部分やプライバシー

に関わる部分を除き、すべてお

答えすることとし、お名前や連

絡先をご記入いただいているか

たにつきましては、直接お答え

もさせていただいています。一

方、お名前や住所などの連絡先

の記入のないものにつきまして

は、市のホームページおよび広

報紙でお答えすることとしてい

ます。 

　ホームページには、個人情報

に関するものを除き、随時掲載

していますが、広報紙は月に１

回の発行であり、どうしてもお

答えを掲載するのに時間がかか

ってしまいます。また、広報紙

では紙面が限られているためご

意見やお答えを一部割愛して掲

載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先な

どが記されていたご意見では、

ご意見の内容を確認させていた

だき、できる限り正確でていね

いな回答をお返しするように努

めています。お名前や連絡先な

どが記されていないご意見につ

きましては、再質問的に何度も

いただいているご意見もありま

す。正確な回答をできるだけ速

やかにお返しするために、住所

をはじめ、お名前・連絡先など

をぜひご記入ください。 

Ａ 

Ａ 

Ｑ 

Ｑ 

ご
利
用
い
た
だ
き
や
す
い
も

の
に
改
善
を
重
ね
て
い
き
ま

す 市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
副

市
長
室
」
、
「
教
育
長
室
」
に

つ
い
て 

消
防
団
員
名
簿
に
つ
い
て 

消
防
団
員
名
簿
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
注
意
す
る
よ
う
徹

底
し
て
い
き
ま
す 

平成20年4月にリニューアルした 
　　　　　ホームページのトップ画面 

平成20年度消防団任命辞令交付式 

「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 

「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 

あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 
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市 

立 

図 

書 

館 

文
　
化
　
財 

※休館日は、本紙発行日の８月８日以降、次号 
　発行日の９月10日までを掲載しています。 

11日（月） ・ 18日（月） ・ 25日（月） 

１日（月） ・ 2日（火） ・ ８日（月） 

　市立図書館所蔵の資料の「ある・なし」、「所蔵して

いる館」、「貸出中かどうか」、「その資料の詳しい情報」

などをご確認いただけます。 

　資料を検索して予約したり、ご自分が借りている資

料の確認ができます。このサービスを利用するために

は、まず、図書館でお申し込みをしていただきパスワ

ードを取得する必要があります。その後で必要に応じ

てパスワードを変更してください。 

・図書館カレンダー 

・お知らせ 

・各図書館の館内風景写真・行事案内 

・新聞・雑誌の一覧 

・利用案内などをご覧いただけます。 

　図書館の利用の仕方・検索システムなどの操作

方法・読みたい資料・探している資料についての

質問など、何でもお尋ねください。 

　また、調べもののお手伝いや資料提供などは、

貸出業務と並ぶ図書館の大きな仕事の一つです。

市立図書館で所蔵していない資料は府内のほかの

図書館からお借りしたり、お取り寄せし、できる

限りお応えしていますのでお気軽にご相談ください。 

 市立図書館は、７月２日に最後の大宮図書室の統合

を済ませ、全館同じ図書館システムとなりました。こ

れにより、合計約 21万冊の資料（図書・雑誌など）

や利用者データが一元管理できるようになったことで、

いろいろな可能性が広がり、より便利にご利用いただ

けるようになりました。 

★全館共通の１枚の利用者カードで、合計20冊借り

　ることができます。 

★市内６図書館のどこでも借りたり返したりできます。

　休館日にはブックポスト（本の返却ポスト）をご利

　用ください。 

★市立図書館同士の本の流通回数を増やすことで、最

　寄りの図書館にない本や雑誌を、市内のほかの図書

　館から早く取り寄せられるようになりました。 

★借りている本や貸出期限が確認できるレシートをお

　渡しできるようになりました。 

★電話で貸出期限の延期ができるようになりました。

　ただし、その本に予約が入っていない場合で、申し

　出が貸出期限内であれば、その資料について1回の

　み２週間の延期ができます。 

★各館内に、パネル上の文字を指で押さえることで入

　力できる利用者端末（タッチパネル）を設置しまし

　た。ご自分で資料を探したりする時にお使いただけ

　ます。 

★図書館のホームページから、全館の資料の検索や予

　約・借りている本をご確認いただけるようになりま

　した。 

（http://www.city.kyotango.kyoto.jp/kurashi/ 
　　　kyoiku/toshokan/kyotango_city_library/） 

市立図書館のホームページは、下記のアドレスから
ご覧ください。 

では 

では 

そのほか 

　市教育委員会では、市文化財保護審議会の答申を受

けて、新たに樹木６点を市の天然記念物として文化財

に指定しました。また、「琴引浜」が国指定文化財とな

ったため、これら２件の市指定を解除しました。 

場　所　峰山町鱒留 
種　別　天然記念物 

ムクロジは、中国から入っ
てきて神社や寺に植栽され
たものが野生化したといわ
れています。「八幡神社ムク
ロジ」は、樹齢400年程度と
推測され、全国トップクラ
スの大きさです。 

場　所　網野町生野内 
種　別　天然記念物 

「生王部神社スダジイ」は、
樹齢300年以上と推定され、
神木として歴代保護されて
きたと思われる、市内最大
のシイノキです。 

場　所　久美浜町湊宮 
種　別　天然記念物 

迎接寺は、かつては中世山
林寺院として隆盛を極めま
した。「迎接寺跡ジイ」は、
樹齢300年程度と推測され、
ツブラジイとしては市内最
大です。 

場　所　大宮町五十河 
種　別　天然記念物 

指定文化財の名称　名勝　琴引浜 
所　　　　在　網野町掛津、遊地内 
解除の理由　国指定となったため 

指定文化財の名称　天然記念物 
　　　　　　　鳴き砂　琴引浜（太鼓浜）の鳴き砂 
所　　　　在　網野町掛津、遊地内 
解除の理由　国指定となったため 

樹齢は300～350年と推測さ
れます。まっすぐに伸びた
幹が途中から８本立ちにな
るという特異な樹形が最大
の特徴です。 

場　所　峰山町吉原 
種　別　天然記念物 

峰山陣屋は、1622年、吉原
城のふもとに整備されたと
記述されています。「峰山陣
屋跡エノキ」は、樹冠投影
面積が1000平方メートルに
もおよび、樹齢は250～300
年と推測されます。 

場　所　峰山町鱒留 
種　別　天然記念物 

雲松寺は、1629年に伽藍（が
らん）を建立したとの記述
が残されています。「雲松寺
跡タラヨウ」は、樹齢200年
以上と推定され、全国巨木
ランキングでも上位となり
ます。 

９月の休館日 

８月の休館日 

市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 
図書館システム統合が完了しました 
　　　　　　　今後いっそう便利で役立つ図書館をめざします 

図書館のホームページを 
　開設しましたのでご活用ください 
図書館のホームページを 
　開設しましたのでご活用ください 

市指定文化財に 
　６件を新たに指定 
市指定文化財に 
　６件を新たに指定 
市指定文化財に 
　６件を新たに指定 

市指定を解除した文化財 

生王部神社スダジイ 
いくおうべじんじゃ 

迎接寺跡シイ（ツブラジイ） 
こうじょうじあと 

霧の宮神社八岐杉 
きりのみやじんじゃやつまたすぎ 

峰山陣屋跡エノキ 
みねやまじんやあと 

雲松寺跡タラヨウ 
うんしょうじあと 

八幡神社ムクロジ 
はちまんじんじゃ 
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男　　　30,322人 

女　　　32,378人 

計　　　62,700人 

世帯数　22,045世帯 

　　　（7月1日現在） 

人口・世帯数 

大漁旗をなびかせる第二十八熊野丸 

　
湊
漁
業
協
同
組
合
（
和

田
市
郎
組
合
長
）
が
、
漁

業
活
性
化
と
地
域
振
興
の

新
た
な
取
り
組
み
を
め
ざ

し
て
整
備
を
進
め
ら
れ
て

い
た
、
定
置
網
漁
の
漁
業

体
験
が
で
き
る
「
観
光
定

置
船
」
が
完
成
し
、
六
月

三
十
日
、
漁
業
関
係
、
湊
小
学
校
児
童
、
湊
保
育
所
園
児
、
湊
地
域
の

み
な
さ
ん
な
ど
約
百
二
十
人
が
参
加
し
、
久
美
浜
港
（
久
美
浜
町
湊
宮
）

で
竣
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
竣
工
式
の
前
に
蛭
児
（
ひ
る
こ
）
神
社
で
、
大
漁
や
航
行
の
安
全

を
祈
願
す
る
神
事
が
行
わ
れ
た
後
、
船
の
前
で
は
参
加
者
に
約
千
五
百

個
の
餅
が
ま
か
れ
て
、
多
く
の
か
た
が
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
同
事
業
は
、「
京
丹
後
市
蒲
井
・
旭
地
域
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
整
備

さ
れ
、
事
業
費
は
、
市
か
ら
の
交
付
金
（
基
金
）
七
千
万
円
を
含
む
八

千
三
百
万
円
。
船
の
全
長
二
二
・
三
㍍
、
全
幅
五
・
三
㍍
、
総
㌧
数
十

六
㌧
、
最
大
乗
船
人
数
は
十
五
人
。
船
名
は
「
第
二
十
八
熊
野
丸
」
と

命
名
さ
れ
、
操
舵
（
そ
う
だ
）

室
、
観
光
客
体
験
ス
ペ
ー
ス
、

ト
イ
レ
な
ど
を
備
え
て
い

ま
す
。 

　
日
常
は
定
置
網
漁
で
使

用
さ
れ
、
夏
ま
で
に
遊
漁

船
登
録
な
ど
の
手
続
き
を

済
ま
せ
、
市
観
光
協
会
と

連
携
し
て
、
観
光
客
を
対

象
と
し
た
漁
業
体
験
な
ど

を
行
い
、
定
置
船
を
活
用

し
た
、
滞
在
型
・
体
験
型

の
新
た
な
観
光
の
取
り
組

み
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　丹後地域の自然・風景・農豪農村の暮らし
を記録し、農業・農村の大切さを広くＰＲし
ようと「第七回丹後『農業・農村』写真コン
クール」（京都府土地改良事業団体連合会丹
後支部主催）を開催し、計三十八点の力作を
お寄せいただきました。 

金 賞 「棚田を守る老人」（白木勇治さん） 

金　賞 

銀　賞 

銅　賞 

特別賞 

入　選 

入　選 

入　選 

入　選 

入　選 

「棚田を守る老人」 

「キャベツ～夫婦合作～」 

「楽しい田植え」 

「コスモスの種まき」 

「お父さん・お昼だよー」 

「カボチャの馬車に乗って」 

「高原の牛たち」 

「おてつだい」 

「大田植え」 

白木勇治さん 
安田　潤さん 
岸村　守さん 
笠次　進さん 
吉岡功光さん 
岡田良弘さん 
北垣正則さん 
平林治男さん 
古村義夫さん 

〈入選作品〉 
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「丹後『農業・農村』写真コンクール」 「丹後『農業・農村』写真コンクール」 「丹後『農業・農村』写真コンクール」 


